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[成り立ち] 
本講座は, 平成 5年 4月情報科学研究科前期課

程学生受入れ開始と同時に, 嵩教授と高田豊雄助
教授のスタッフで開設された。平成 6年 4月には
楫と渡辺が助手として着任した. 平成 9年度末に
嵩が退官し, 高田が岩手県立大学教授として転出
した。その後 1年半の期間は, 大阪大学の藤原教
授が併任教授として渡辺助手と共に講座を運営
した. 平成 11年 10月, 研究科内教官配置の見直
しにより, 計算機言語学講座から関教授, 楫助教
授, 高田喜朗助手, 服部助手が揃って本講座に移
動し現在の体制となった。服部は平成 12 年 5 月
北陸先端大に異動した。講座開設当初は配属学生
数も少なかったが, インターネットの普及に伴い, 
情報セキュリティ等の研究テーマが身近に感じ
られるようになったためか, 平成 8年度頃から配
属学生数が研究科の平均を上回るようになった。
平成 13 年 9 月現在で, 前期課程は修了者 36 名, 
在籍者5名, 後期課程は修了(学位取得)者5名, 在
籍者 9 名である。前期課程と後期課程を合わせ, 
過去現在の在籍者総数(重複を除く)48 名のうち, 
留学生 2 名, 学外機関からの派遣学生 4 名, 社会
人経験者 3名, 米国大学卒 1名と多彩である。 

 
[教育研究活動] 
本講座では当初から現在まで一貫して, 誤り制

御方式と情報セキュリティに関する研究を行な
っている。 
 誤り訂正符号に代表されるような情報理論・符号
理論は，情報通信や情報記録の効率および信頼向
上のために不可欠な技術である。本講座では主と
して，誤り訂正符号の設計および解析，誤り訂正
アルゴリズムの開発などに取り組んできた。本分
野において指導的役割を果たしてきた嵩は，符号
理論への貢献によって 1999年 IEEE Claude E. 
Shannon賞を受賞した。また，嵩は講座における
教育研究以外にも，情報科学研究科長(平成 4,5年
度)，附属図書館長(平成 6～9 年度)を歴任し，日
本初の本格的な電子図書館の設立に尽くすなど，
本学および本研究科の発展に大きく貢献した。 
 暗号や情報セキュリティに関する研究も，情報理
論とは異なる観点から情報処理の信頼性向上を
目指すものであり，とくに近年，インターネット
の発展とともにその重要性が再認識されつつあ
る．本講座では，暗号プロトコルの検証法や公開 
 

 
鍵暗号の安全性に関する基礎的研究課題から，匿 
名電子投票システムの試作のような応用的課題
まで幅広く取り組んでいる．また, ソフトウェア
セキュリティに関する研究として, Java言語など
で提供されているスタック検査と呼ぶアクセス
制御を含むプログラムに対するセキュリティ検
証法, 束構造でモデル化されたっての理解しやす
さと実行可能性・自動検証可能性を両立させる，
対話システムの仕様記述法の開発，システム全体
の仕様と各成分が満たすべき制約から各成分の
仕様を導出する，並列システム自動生成法の開発
を行っている。また，利用者にとっての使いやす
さを目的として，対話的に文書の分類や順位付け
規則の変更を行う情報検索方式の研究を行って
いる。 
紙面の都合で詳細は省略するが, 現在までに多
くの企業から奨学寄付金を頂き, また以下の諸研
究機関と共同研究を実施してきた。大阪大学, 広
島市立大学, カリフォルニア大学, ハワイ大学, 
産業技術総合研究所(元 電子技術総合研究所), 
ダイキン工業, 日本電気, メテオーラ・システム。
授業では, 通信路符号化の理論, 情報セキュリテ
ィ, 計算複雑さの理論, 代数的仕様記述と項書換
え系について, その時々のトピックスも反映し, 
しかし学生に基礎的な考え方が身につくように
心掛けてきた。その結果, 楫は平成 10年度情報科
学研究科ベストティーチング賞を受賞した(選考
は学生による授業評価に基づく)。 

 
[在籍教官一覧] 
嵩｠ 忠雄(平成 4年 4月～平成 10年 3月, 教授,  

現職: 広島市立大学教授, 本学名誉教授) 
藤原｠ 融(平成 10年 4月～平成 11年 9月,  

教授(併任)) 
関｠ 浩之(平成 11年 10月～, 教授) 
高田豊雄(平成 5年 4月～平成10年3月, 助教授,  

現職: 岩手県立大学教授) 
楫｠ 勇一(平成 6年 3月～平成 10年 3月, 助手,  

平成 11年 10月～, 助教授) 
渡辺｠ 創(平成 6年 3月～平成 11年 9月, 助手,  

現職: 産業技術総合研究所研究員) 
高田喜朗(平成 11年 10月～, 助手) 
服部｠ 哲(平成 11年 10月～平成 12年 4月, 助手,  

現職: 北陸先端科学技術大学院大学 
助手)
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【講座の研究分野】｠  

本講座の専門分野は、①コンピュータの論理設計
とテスト／設計自動化、②コンピュータの高信頼化
／耐故障設計、③ハードウェア／ソフトウェア協調
設計、④計算機ネットワーク向けアルゴリズム（分
散アルゴリズム）、⑤並列計算機向けアルゴリズム
（並列アルゴリズム）、等と多岐にわたります。その
中で特に、２１世紀に到来するシステムオンチップ
（SoC）時代の設計危機・テスト危機を解決するた
めに、ＶＬＳＩの設計とテストに関する新しい基礎
技術や応用技術の研究を重点的に行っています。こ
のＶＬＳＩの設計とテストに関する研究については
欧米のみならず我が国の半導体産業界からの期待も
大きく、私共の研究室も受託研究や共同研究などを
通じて産業界と積極的な交流を行ってきました。 
半導体理工学研究センター（STARC）との共同研
究は平成９年度から平成１２年度までの４年間「テ
スト容易性を考慮した大規模・高性能 VLSI 高位合
成およびテスト合成の研究」というテーマで、将来
の大規模高集積化された VLSI のテスト容易化設
計を想定して、上位から下位の各設計レベルでのテ
スト容易性を考慮した統一的な設計方式及びテスト
方式を確立すべく研究を行いました。 
平成 12 年度から、NEDO（新エネルギー・産業
技術総合開発機構）からの委託研究テーマ「システ
ムオンチップ先端設計技術の研究開発」として、
STARC では VCDS(Virtual Core based Design 
System)の研究開発を行っています。私共の研究室
は、その研究テーマの一部である「V コアベーステ
スト容易化設計技術の研究開発」テーマを受託し、
研究を行っています。本受託研究では、平成 12 年
度に完了しました STARC との共同研究内容をさら
に発展させて、V コア内のテスト容易化設計技術の
研究として、RT レベルでの非スキャンベースのデ
ィレイテスト容易化設計技術及び非スキャンベース
BIST のテスト容易化設計技術の研究を行っていま
す。また高品質なテストを行うための SoCテストア
ーキテクチャ生成技術の研究として、V コアに対し
て実動作速度で任意のテストパターンを連続して印
加でき、その応答を連続して観測できるためのテス
トアーキテクチャ生成、テスト容易化設計の研究を
行っています。 

今後の研究において提案する SoC のテスト容易
化設計法、テストアーキテクチャ生成技術により、
高品質で高速のテストを可能とすることができ、次
世代の SoC のテスト技術及びテスト容易化設計技
術の発展に少しでも貢献できれば幸いと考えていま
す。 
【講座教官の沿革】 
藤原秀雄：教授（平成５年４月～現在） 
増澤利光：助教授（平成６年４月～平成１２年９月）、

現在大阪大学教授 

井上智生：助手（平成６年４月～平成１１年４月）、
現在広島市立大学助教授 
井上美智子：助手（平成７年４月～平成１３年２月）、 
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ 助教授（平成１３年３月～現在） 
大竹哲史：助手（平成１１年７月～現在） 
【博士（工学）学位取得者の進路】  
藤原暁宏（平成９年修了、現在九州工業大学助教
授）、林邦彦（平成１１年、松下電器産業）、大竹哲
史（平成１１年、奈良先端大助手）、石水隆（平成１
２年、近畿大学助手）、高崎智也（平成１２年、シャ
ープ）、守屋宣（平成１２年、NTT CS研究所）、和
田弘樹（平成１３年、日立製作所 中央研究所 ） 
【外国人客員教授・客員研究者】 

平成９年度には日本学術振興会外国人招聘研究者
としてウィスコンシン大学の K. K. Saluja 教授 
(IEEE Fellow)を、平成１０年度にはインド科学ア
カデミーと日本学術振興会共同の招聘研究者として、
インドから D. K. Das助教授を、平成１１年度には
北京大学からX. Li助教授（現在、中国科学院教授）、
ブルガリアからE. Gizdarski助教授を日本学術振興
会外国人特別研究員として、平成１２年度にはカリ
フォルニア大学サンディエゴ校のA. Orailoglu教授
を本講座に招聘しました。平成１３年度は、中国湖
南大学のH. Wu助教授、スエーデンから E. Larsson
博士を日本学術振興会外国人特別研究員として招聘
しています。今後も外国から研究者の受け入れ等国
際交流を積極的に行って行きたいと考えています。 

【研究業績】 
平成５年から平成１３年の間に、学術論文６６件、
国際会議５７件、著書４件、解説記事６件、国内研
究会７７件等の研究発表。 
【学会および社会における活動】 
藤原秀雄：電子情報通信学会 VLSI 設計技術研究
専門委員会委員長及びフォールトトレラントシステ
ム研究専門委員会委員長、電子情報通信学会編集顧
問、同学会英文論文誌編集顧問、IEEE Trans. on 
Computers, IEEE Design and Test of Computers, 
JETTA, JCSC 等の編集委員、IEEE 主催の数多く
の国際会議においてプログラム委員長や実行委員長
等を歴任。 
【授賞・表彰】 
藤原秀雄：IEEE Fellow (1989), IEEE Computer 

Society Certificate of Appreciation Award(1991, 
2000, 2001), IEEE CS Meritorious Service Award 
(1998),IEEE CS Outstanding Contribution Award 
(2001), IEEE CS Golden Core Member Award 
(1999), 大川出版賞(1996), 電子情報通信学会フェ
ロー(2001)。 
｠ Md. Altaf-Ul-Amin：Teruhiko Yamada Award 
(2001 IEEE Asian Test Symposium)
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計算機言語学講座

｠ 情報科学研究科内で、計算機言語講座ほど活動
内容をダイナミックに変えてきた講座はない。平
成 5年情報科学研究科が学生受け入れを開始した
段階では、現九州大学教授荒木啓二郎先生が初代
教授として着任され、計算機言語学講座としての
活動を開始した。当時は、先進的なプログラミン
グ言語から、分散処理システム、さらに、分散処
理システムの基盤となるネットワーク環境での
処理系などを考えた教育研究活動を積極的に展
開した。特に、分散処理システムに向いたプログ
ラミング言語、その処理系、オペレーティングシ
ステム、ネットワーク機構と、近未来の言語処理
系を構成するコンポーネントについて幅広い研
究活動を展開していたことは特筆すべきことで
あった。 
｠ 平成 8年に荒木先生が九州大学に転出されると、
二代目担当教授として、現本学情報科学研究科情
報基礎学講座教授である関浩之先生が着任され
た。このときには、計算機言語学講座が行う研究
内容は 180度方向変換され、情報理論、情報セキ
ュリティ領域での主に理論的なアプローチによ
る研究が開始された。同時に荒木教授時代の学生
は、研究テーマからみて関連性の高い講座に移籍
し活動を続けることになった。この意味で、計算
機言語学講座はこのときに完全に看板を変える
ような運用が行われた。 
｠ 関教授が本学情報科学研究科情報理基礎学講
座教授として移動されると、平成 11 年からは大
阪大学の藤原融教授を併任教授として迎え、引き
続き情報セキュリティ、情報論領域での研究を継
続した。この時代、専任教官として楫助教授が研
究室運営に奮闘されたことが懐かしい。しかしな
がら、大学運営上から考えると、「計算機言語学」
という名前がつけられた講座に適した教官候補
がなかなか見つからなかったことも事実である。
1990年代後半から、計算機言語領域での研究は、
分散処理システムに関する研究領域や、オブジェ
クト指向モデルなどの計算モデル領域などに発
展、細分化が急激に進んだときであり、この当時、
研究科としてこの講座をどのように構成してい
くかということを悩んだ時期であったろうと思
われる。また、大阪大学と併任していただいた藤
原先生も、大阪大学での研究室運営と、本学にお
ける研究室運営の二つの運営に責任を持ってい
ただき、多大なご苦労をおかけしたことだろうと
思う。本研究科としても、藤原先生の御尽力には
本当に心から感謝しなければならない。 

｠ 平成 12 年 4 月からは、四代目担当教授として
山口が計算機言語学講座に着任をした。計算機言
語講座という名前を持ちながら、研究領域は計算
機言語分野と全く関連の無いインターネット技
術開発の研究を行う講座として再スタートをし
た。現在は、日本におけるインターネット技術開
発の重要な研究拠点として、新しいシステムやプ
ロトコルの研究開発、通信システムの性能評価、
さらに、セキュリティ技術や次世代オペレーティ
ングシステムのための基礎的な研究など、幅広い
研究開発活動を展開している。 
｠ 研究活動は、大学内に閉じることなく、国内の
大学研究機関と連携した研究活動を展開し、特に
国内の先進的なインターネット技術開発プロジ
ェクトである WIDE Project の重要な一翼を担
っている。また、アジア太平洋地区の大学とのイ
ンターネット技術開発プロジェクト AI3 の拠点
として、国際衛星地球局を運用し、国際衛星イン
ターネット基盤環境の開発にも取り組んでいる。 
｠ このように 3回も大きく様変わりしたが、着実
な発展を実現してきている。 
 
教授｠
｠ ｠ ｠ 荒木啓二郎｠ H5.4～8.3｠
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ 〃｠ ｠ ｠ 8.4～8.9 常勤併任｠
｠ ｠ ｠ 関｠ 浩之｠ 8.10～11.9｠
｠ ｠ ｠ 藤原｠ 融｠ 11.10～12.3 常勤併任｠
｠ ｠ ｠ 山口｠ 英｠ 12.4～｠
助教授｠
｠ ｠ ｠ 平原正樹｠ 6.4～11.3｠
｠ ｠ ｠ 楫｠ 勇一｠ 10.4～11.9｠
｠ ｠ ｠ 門林雄基｠ 12.7～｠
助手｠
｠ ｠ ｠ 岡村耕二｠ 5.4～8.3｠
｠ ｠ ｠ 城｠ 和貴｠ 8.7～9.3｠
｠ ｠ ｠ 高田喜朗｠ 9.4～11.9｠
｠ ｠ ｠ 田中猛彦｠ 9.4～11.3｠
｠ ｠ ｠ 服部｠ 哲｠ 11.4～11.9｠
｠｠｠｠｠｠飯田勝吉｠ 12.10～｠

奥田｠ 剛｠ 13.1～｠
｠
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自然言語処理学講座

１．はじめに 
｠ ９３年の講座時には、大量の言語データの利用
が可能になりつつあり、これまでのような閉じた
領域や言語現象だけでなく、現実的な言語を対象
にした言語研究が重要と認識され始めた時期だ
った。研究の方向として、限定された言語現象だ
けを対象にせず、どのような言語表現にも対応可
能な言語システムを目指し、頑健な言語処理を主
たる研究テーマと考えた。そのために、学習に基
づく言語処理方式、言語データからの言語知識の
自動獲得、少数の原理に基づく文法形式の設計と
開発を中心的なテーマとした。この方向性は、現
在も大きく変わっていない。また、一方で、書き
言葉から話言葉、表層的な言語処理からコミュニ
ケーションまでの言語研究と幅広い対象を設定
して、研究を行った。文系学部出身者や企業経験
者など多彩な背景を持つ人材を博士後期課程に、
毎年、平均約４名迎えるなど、活発な研究活動を
行うことができた。 
 
２．学習に基づく言語処理 
｠ 講座開設当時すでに開発していた日本語形態
素解析システムは、人手によって記述された規則
に基づいていた。このようなシステムでは、人手
によるチューニングの負担が大きく、将来の拡張
性に乏しい。解析済みのデータから自動獲得を行
うシステムを構築するため、学習の方式だけでな
く、学習データの構築環境を含めた幅広い研究を
行った、この成果の一つとして開発し、一般公開
した日本語形態素解析システム「茶筌」は、国内
外の多くの研究者や言語処理技術者のみならず、
情報検索などの実用的応用、さらに、日本語研究
者や言語教育者にも使われるにいたっている。｠
その他、日本語の係り受け解析にもいくつかの学
習方式を試み、人手作成のシステムに匹敵する精
度の高いシステムを開発した。最近公開したシス
テムは、学習に基づく日本語係り受けでは最も高
い性能を示している。初期の段階において、一連
の自然言語処理ツールに対して ASTEM ソフト
ウェア科学賞をいただいた。また、茶筌の開発の
経緯を記述した解説記事に対して情報処理学会
よりＢｅｓｔ｠ Ａｕｔｈｏｒ賞を、日本語形態素
解析システムに関する研究発表について同学会

より山下記念研究賞をいただいた。 
 
３．言語知識の自動獲得 
｠ 言語処理には様々の情報が必要であり、それら
を人手により記述するには膨大な作業が必要で
ある上、記述された膨大な情報を管理することも
容易ではない。言語処理に必要な知識の表現法を
考えるのは人間が行う必要があるが、言語知識の
具体的な中身については、言語データを解析する
ことによって行うべきだと考え、語彙知識の自動
獲得に関する研究を行った。語彙知識として、動
詞の格構造やより深い意味構造の自動獲得に関
する研究や、名詞の意味的な類似度の自動獲得に
関する研究を行った。また、機械翻訳について、
日英対訳データから、翻訳のための規則を自動的
に獲得する研究を行い、文対応がつけられた対訳
データから、精度の高い翻訳規則抽出が可能であ
ることを示した。この研究成果に対して、情報処
理学会から論文賞をいただいた。 
 
４．少数の原理に基づく文法と頑健な言語処理 
｠ 統計的な解析だけでは、必ずしも正しい言語解
析結果は得られないし、文をどのように解釈すべ
きかもわからない。一方、文法規則のみに基づく
システムでは、解析の曖昧性によって多くの解析
結果が得られてしまい、どの解釈が最も自然な文
解釈かを決めることができない。また、規則に基
づく解析では、規則によって記述された制約に少
しでも違反する構造は排除され、柔軟な文理解が
困難になる。規則に基づく言語処理と統計に基づ
く言語処理のそれぞれの利点を活かし、曖昧性を
排除しつつ、少々の制約違反にも破綻しない頑健
な言語解析システムを実現する方法を研究した。
この研究については、日本語の一部の現象につい
ての考察や、制約に基づく文法の拡張、および、
統計的言語処理との融合に関して基礎的な研究
を行った段階であるが、今後有望な考え方として、
地道に研究を行ってゆきたいと考えている。 
 
｠ 本年度は、助教授以下のスタッフを一新した。
新スタッフおよび多彩な背景と多様な興味を持
つ学生諸君と共に更に視野の広い研究を目指し
ていきたい。
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知識工学講座 

本講座では、当初、データベース理論、形式言
語理論の基本的な問題に関して、それを解く効率
的なアルゴリズムを開発すること、及び、難しさ
を解明することを目標としてきた。その後、スタ
ッフの異動等に伴い、人間に学ぶ情報処理のため
の理論に関する研究も行うようになり、現在に至
っている。その間、工学的応用を目指しつつ、理
論的アプローチで新しい知見を得るという研究
スタンスを取ってきた。以下に、これまでの主な
研究成果を挙げる。 
オブジェクト指向データベース(OODB)におけ

る質問言語では、クラスの継承、メソッドの動的
結合等に起因して、質問を評価するときに型エラ
ーが起こる可能性がある。型エラーの発生により、
データベースの復帰、質問の再実行をする必要が
あり、データベースの性能の低下を招く。従って、
質問を評価する前に、あらかじめ型エラーが起こ
らないことを保証できることが望ましい。更新ス
キーマと呼ばれるモデルを対象として、型エラー
が起こらないことを保証する判定問題の計算量
を考察してきた。 

OODBでは、経路式の柔軟な記述により高度な
検索要求が簡潔に表現できることがある。ある種
の型制約が与えられたとき、経路式に沿って到達
するオブジェクトの型が望ましいものかどうか
を判定する型整合性問題、及び、経路式に沿った
航行により意味のあるオブジェクトに到達可能
かどうかを判定する航行可能性問題について、幾
つかのモデルを対象として、効率的なアルゴリズ
ムを開発してきた。 

OODBのセキュリティに関して、利用者に対し
て許可された質問操作だけを用いて、その実行結
果から、間接的に不正な情報が利用者に推論され
るかどうかを判定する問題の計算量について考
察してきた。 
データマイニングとは、大規模なデータベース

から有用な情報を発見する操作である。データマ
イニングにおいて最も基本的な概念である相関
規則、頻出集合に関して、それを求める問題の
NP 完全性、及び、効率的に求められる十分条件
を考察してきた。 

エージェントとは自律的に行動する概念上の
存在である。マルチエージェントシステムにおい
ては、複数のエージェントが協調あるいは敵対し
てそれぞれの目的を遂げようとする。マルチエー
ジェントシステムにおいて、複数のタスクを複数
の計算機に適切に割当て 
る問題のNP完全性を示し、それを解く効率的
な近似アルゴリズムを開発してきた。 
Ｑ学習などの強化学習法や遺伝的アルゴリズ
ムをマルチエージェントシステムに適用し、各エ
ージェントが環境に適応して自分のとるべき行
動を学習する仕組みについて考察してきた。 
これまでは理論面からの研究が主で、もの作り
はやって来なかった。近年、本研究科に入学して
くる学生の嗜好が情報科学の応用に向きつつあ
り、本講座の希望者が少ないのが現状である。今
後、これまでの研究テーマを発展させた上で学生
の要望に合った新しい研究テーマを取り入れる
こと、また、理論から応用まで手掛けられるスタ
ッフを充実させることを図りたいと思っている。 
これまでのスタッフは次の通りである。 
教｠ 授：伊藤 実（1993年 4月～現在） 
助教授：関 浩之（1993年 4月～1996年 9月） 
1993年 4月～1994年 3月、大阪大学基礎工学部
助教授併任。現在、情報基礎学講座教授。 
助教授：石井 信（1997年 4月～2001年 3月） 

現在、論理生命学講座教授。 
助教授：安本 慶一（2001年 10月～現在） 

滋賀大学経済学部併任。 
助｠ 手：石原 靖哲（1994年 4月～1999年 8月） 

現在、大阪大学大学院基礎工学研究科講師。 
助｠ 手：（故）中西 隆一（1995年 4月～2000年
3月）2000年 4月和歌山大学システム工学部助教
授、同年 8月逝去。 
助｠ 手：作村 勇一（2000年 4月～2001年 4月） 

現在、論理生命学講座助手。 
助  手：柴田 直樹（2001年 4月～現在） 
本講座の助手として在籍された中西隆一氏が

35歳の若さで夭折されたのは、今後優れた研究業
績が期待されただけに、残念な出来事であった。
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知能情報処理学講座

｠ 知能情報処理学講座の研究領域は人工知能
Artificial Intelligenceである。設立当初のスタッ
フ構成は、西田豊明教授（H5-H11.9、現東京大学
教授）、助教授空席で、武田英明助手（H5-6、
H7-H12 助教授、現情報学研究所助教授）であっ
た。研究の特色を、人間社会に適用できるレベル
の知識の共有／創造支援システムの研究開発にお
き、知識コミュニティ、即ち人間のコミュニティ
による知識創造を支援するための知的システム体
系、という概念の具体化に置いた。具体的には、 

(1)コミュニティにおける知識創出支援というテ
ーマで、CoMeMoコミュニティの提案と実現・ブ
レークスルー２１基礎研究 Pjを開始した。 

(2)インターネットからの情報収集と組織化を目
標に、知的エージェントの具体化や各種応用（IICA、
METIS）を開発した。 

(3)工学的知識の体系化と応用、(4)知識をもつ実
世界環境、(5)学習／進化する人工システムなどと、
研究分野を広げていった。この間、行動型マルチ
エージェント系実験設備を整え、人間の生活環境
中に複数のロボットを融け込ませ、人間の機能を
拡張する研究を行った。そして、知識メディア実
験システムを構築し、知識処理とメディア処理を
融合した、新たな情報表現である知識メディアの
研究を進め、環境モデルの生成とその可視化を具
体化した。その後、オントロジーの概念を加えた
分身エージェントの高度化やコミュニティ形成の
ための知的処理の具体化と応用展開などを行った。
その間に、上野敦志助手（H8-現在）と久米｠ 出助
手（H9.10-現在）の参加を得、研究陣の強化も行
った。 
｠ そして、西田教授転出を機に、企業での研究
開発と新規事業開発の経験のある木戸出正継教授
（H12.1-現在）に交替し、新たな知能情報処理学
の展開を図った。画像メディア理解を中心にした
研究分野に加え、音声対話処理などの知識処理に
通じた河野恭之助教授（H12.4-現在）をスカウト
し、対象をマルチメディア情報全般に広げた知能
情報処理の研究に取り組むことにした。実世界を
ベースにしたプラクティカルな人工知能の実現を
目標にした。１０周年を迎える現時点での研究領
域は、複数の人間と機械が共存する環境における、
知的な情報処理及び通信処理の要素技術の深耕で
ある。具体的には、ロボットやコンピュータによ
る環境理解、人間と機械の間の自然なインタフェ
ース、人間の知的処理機構の解明などを、人間機
械相互の情報共有・知識共有などの仕組みの提案
を含めて、必要な要素技術の高度化を目指してい
る。 
｠ 現在の研究分野とその推進プロジェクトには、

次のものがあり、順次成果を可視化し社会に貢献
していきたい。 

 
(a) ビジョンによる環境理解とヒューマンイン
タフェース 
｠ 画像情報を中心にした、三次元空間の環境理
解とヒューマンインタフェースの研究を行う。特
に、高解像度・高速度・距離情報などの新しい画
像センシング機器設備を活用した、実世界で稼動
するビジョン技術の実現を目指す。これらの要素
技術は、科学技術振興事業団 JSTの戦略的基礎研
究推進事業 CREST プログラム「日常生活を拡張
する着用指向情報パートナー」で行う（情報科学
研究科内６講座の共同プロジェクト）。 

(b) 「ことば」を用いたインタフェース 
｠ 人間の知的活動の源である「ことば」を使っ
た知的インタフェースの構築を目指す。具体的に
は、音声対話インタフェース、雰囲気を表すこと
ばによる映像の検索、ことば-概念-行動の関連付け
など、人間にとって自然なインタフェースに必要
な要素技術を研究し、幅広い応用をはかる。オフ
ィスロボットやホームロボットへの実装、古都で
あり本学を擁する奈良県観光データベースの知的
活用で行う。 

(c) コミュニティにおける知識創出の支援 
｠ 個人やコミュニティにおける知識創出支援の
研究を、インタフェースエージェントを用いたコ
ミュニケーション支援システムの開発を継続する
形で行っている。 

(d) 学習・進化する人工システム 
｠ 行動によって環境認識を学習する認知行動ロ
ボット、認識学習のための強化学習手法、強化学
習と遺伝的学習の融合などに焦点をあてた基礎的
な研究を進めている。 

(e)人間機械共存系における進化する情報活動支
援システム 
｠ 人間とロボットが共存する環境において、人
間の各種情報活動の支援を行う進化システムの実
現を目指す研究である。 

｠
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像情報処理学講座

｠ 本学の「像情報処理学」の特徴は、「不可視情
報の可視化」にある。画像計測・画像処理・画像
伝送・画像蓄積・画像提示に関すること全てを研
究対象とし、学生が「自らの心に適することを学
ぶ画像メディア塾」として創設した。本講座は、
平成 4年度の情報科学研究科の創設と同時にスタ
ートしたが、まだ現在地に建物が完成していなか
ったため、大阪大学基礎工学部 D棟 3階に「奈良
先端科学技術大学院大学大阪大学分室」として開
設したことを、懐かしく思い起こしている。曼陀
羅ネットワークや曼陀羅システムの整備計画を
山口英助教授（現在、計算機言語学講座教授）ら
と熱っぽく議論し、当時は近鉄奈良駅ビル４Fに
あった大学事務局に通ったことも遠い昔となっ
た感がある。 
｠ 講座創設以来、幸い優秀なスタッフと学生に恵
まれ、明治維新に不可欠な人材を輩出した適塾の
ように、現在までに博士学位授与者 16 名、修士
学位授与者 90名と、21世紀の画像メディア技術
を創発する可能性をもった多くの人材が育って
いる。この間、医用三次元超音波画像や仮想現実
感の研究に加えて、情報考古学や情報手話工学と
いう新しい研究分野の設立にも貢献し,学術誌論
文（67）や国際会議論文（109）、学会賞（20）、
マスコミ報道（TV：13、新聞：59）など、多大
な研究成果をあげるとともに、社会に話題を提供
してきた。 
｠ 現在の研究目標は、画像メディアを中心とした
没入型仮想融合空間の構築・提示技術の開発であ
り、 
・映像コンテンツ（ミクロ決死圏・超時空間観光・
だれでも黒澤・どこでもイチローなど） 
・映像インタフェース（てのひらめにゅう・星物
語・名人芸めがね・あっと測量など） 
の開発に必要な基盤研究を続けている。この多忙
な日々を共有するスタッフは、 
・教｠ 授：千原國宏（平成 4年 4月～現在）、 
・助教授：佐藤宏介（平成 6年 4月～1１年 3月： 
現在、大阪大学大学院基礎工学研究科助教授）、 
・助教授：眞鍋佳嗣（平成 11年 4月～現在）、 
・助｠ 手：大城理（平成 5年 4月～6年 6月： 
現在、先端科学技術研究調査センタ助教授）、 
・助｠ 手：眞渓歩（平成 7 年１月～10 年 3 月：
現在、東京大学大学院先端領域研究科助教授）、 
・助｠ 手：陳謙（平成７年 4月～９年 3月： 
現在、和歌山大学システム工学部助教授）、 
・助｠ 手：土居元紀（平成 10年 4月～13年 3月： 

現在、大阪電気通信大学工学部講師）、 
・助｠ 手：黒田知宏（平成 10年 4月～現在）、 
・助｠ 手：安室喜弘（平成 13年 4月～現在）、 
・助｠ 手：金谷一朗（平成 13年 4月～現在）、 
・秘｠ 書：白川節子（平成 4年 10月～5年 3月） 
・秘｠ 書：米田直子（平成 5年 4月～8年 3月） 
・秘｠ 書：宇井信子（平成 8年 4月～10年 6月） 
・秘｠ 書：櫟本李子（平成 10年 6月～13年 6月） 
・秘｠ 書：川本恵子（平成 13年 7月～現在） 
である。 
  最後に、校費以外で獲得した現在までの主な経
費の研究課題（略題）を以下に列記し、ご協力い
hただいた方々に感謝する。 
＜文部省科学研究費補助金（試験研究 B）＞ 
・心臓・冠血管微細構造の超音波三次元可視化 
・三次元形状計測による文化財のデータ保存シス
テム 
＜文部省科学研究費補助金（重点領域研究）＞ 
・生体機能と構造の維持回復強化のバイオメカニ
クス 
・人文科学とコンピュータ（公募：分担） 
・人工現実感（公募） 
・知能ロボット（公募：分担） 
＜民間等との共同研究＞ 
・原子炉設備の監視技術に関する研究 
・多次元画像伝送に関する研究 
・画像検索技術に関する研究 
＜受託研究＞ 
・電子図書館システム構築／運用法の研究 
・国際遠隔医療ネット 
＜未来開拓学術研究推進事業（分担）＞ 
・理工領域 10-2：辻プロジェクト（千原・黒田） 
・複合領域 4-2：堀プロジェクト（大城・千原） 
・理工領域 14-4：谷内田プロジェクト（眞鍋） 
・複合領域 9-5：小森プロジェクト（黒田） 
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音情報処理学講座

講座活動概要｠ 音情報処理学講座では、マンマシ
ンインタフェースにおける音声の役割、ネットワ
ークや通信における音と音声の問題、マルチメデ
ィアにおける音の効果などを考えながら、メディ
アとしての音・音声の認識、合成、再現、通信の
研究を行ってきた。特に、音声を中心としたマル
チモーダル情報による人と計算機のコミュニケ
ーション、音のバーチャルリアリティ、音声処理
と音響信号処理の融合などに重点を置いて研究
を進めてきた。また、音声認識・合成技術の実用
化技術開発の努力も行ってきた。 

年度ごとのトピックス 

｠ ９４年度：鹿野、中村、伊勢の３名が、他の講
座より１年遅れて４月に着任した。幸いやる気に
満ちた１０名の学生が講座を希望してくれて、研
究活動を開始した。支援財団、ATR、NTT など
の支援にも助けられた。 
｠ ９５年度：奈良での研究成果が研究会、全国大
会などで発表できるようになった。１０人の修士
課程と２人の社会人博士課程の学生が入学して
きた。 
｠ ９６年度：４名の博士課程の学生が入学した。
多チャンネルの音場再現実験システムを導入し
た。研究室の成果が、論文として掲載された。 
｠ ９７年度：研究が本格化し、IPAの「日本語デ
ィクテーション」、CRESTの聴覚脳のプロジェク
トを開始した。助手の陸が着任した。２名の博士
(社会人)が誕生した。音情報処理の授業内容を教
科書として出版した。 
｠ ９８年度：学術論文、国際会議などの発表も増
え、研究活動が活発化した。修士からの学生３名
が学位を修得した。伊勢が音場再現原理で音響学
会の佐藤論文賞を受賞した。伊勢が京都大学に助
教授として転出した。マルチモーダル実験設備を
拡充した。 
｠ ９９年度：科研基盤(B)「ハンズフリー音声認識」、
ハーネス研究所との共同研究を開始した。中村が
ATRに室長として転出した。 
｠ ２０００年度：猿渡が助教授として、李が助手
として着任した。音源分離の研究を開始した。

NEDO の「高齢者音声認識」のプロジェクトを、
高山サイエンスのラボで行った。情処の連続音声
認識コンソーシアムを立ち上げた。CRESTの「音
声表情」と「ウエアラブル」のプロジェクトが始
まった。IPAの「擬人化エージェント」のプロジ
ェクトも開始された。研究成果のまとめも行い、
２０件の学術論文と２５件の国際会議の発表を
行った。学生もスタッフも ATR の中村もよく働
いた。 
２００１年度〈９月末現在〉：川波が助手として
着任した。IPA の成果の一つとして CD-ROM 付
の「音声認識システム」の教科書を出版した。音
源分離関連で、日産自動車、NTT-CS基礎研との
共同研究を開始した。博士の修得者が１０名にな
った。 
音情報処理学講座の過去８年間のデータ 

(2001.9現在) 

  



音情報処理学講座 
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報通信学会論文誌、 Vol.J81-D-II, No.10, pp. 2231-2238, 1998-10 
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討", 電子情報通信学会論文誌, Vol. J81-D-II, No. 11, pp. 2511-2518, Nov. 1998 
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情報処理学会論文誌, Vol. 40, No. 2, pp. 460-468, Feb. 1999. 
 
桂浦 誠, 中村 哲, 鹿野 清宏, "音声キーワードによる WWW のブラウジング", 情報処理学会論文誌, Vol. 40, 
No. 2, pp. 443-453, Feb. 1999. 
 
河原達也, 李晃伸, 小林哲則, 武田一哉, 峯松信明, 伊藤克亘, 伊藤彰則, 山本幹雄, 山田篤, 宇津呂武
仁, 鹿野清宏, "日本語ディクテーション基本ソフトウェア (97 年度版)", 日本音響学会誌, Vol.55, 3, 
pp.175-180, Mar. 1999 
 
李晃伸, 河原達也, 堂下修司. " 文法カテゴリ対制約を用いた A*探索に基づく大語彙連続音声認識パーザ." 
情報処理学会論文誌, Vol. 40, No. 4, pp. 1374--1382, 1999-04 
 
K.Itou, M.Yamamoto, K.Takeda, T.Takezawa, T.Matsuoka, T.Kobayashi, K.Shikano, S.Itahashi, "JNAS: 
Japanese Speech Corpus for Large Vocabulary Continuous Speech Recognition Research", The Journal of the 
Acoustic Society of Japan (E), Vol.20, No.3, pp.199-206, (1999-05) 
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Based on Complementary Beamforming", IEICE Trans. Fundamentals, vol.E82-A, no.8, pp.1501--1510, 
1999-08 
 
米崎正、吉田幸司、八木敏男、鹿野清宏、"隠れマルコフモデルを用いた最尤推定に基づく誤り訂正"、電子情
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米良祐一郎,李晃伸,猿渡洋,鹿野清宏, "自動ラベリングの音韻尤度に基づく音響モデルの改善", 日本音響学
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戸田智基,河井 恒,津崎 実,鹿野清宏, "日本語テキスト音声合成における母音中心での接続を考慮に入れた
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三野浩一, 立蔵洋介, 李晃伸, 猿渡洋, 鹿野清宏, "仮想音場再生と多点受音を利用したバージインフリー音
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川波弘道, 鹿野清宏, "韻律多重化した音声データベースの収録とその韻律的特徴の分析", 日本音響学会講
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澤井克之，李晃伸，猿渡洋，鹿野清宏，神沼充伸，坂田雅男, "ブラインド音源分離を用いた車室内音声認識", 
日本音響学会講演論文集, 3-4-3, pp.607-608, 2002-3 
 
西川剛樹, 猿渡洋, 鹿野清宏, "時間領域 ICA，周波数領域 ICA および多段 ICA に基づくブラインド音源分離
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立蔵洋介,猿渡洋,鹿野清宏, "室内温度変化の影響を適応的に補正する音場再現システム", 日本音響学会
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永田悠, 立蔵洋介, 猿渡洋, 鹿野清宏, "マルチチャネル音場再現システムにおける環境変化に適応的な逆フ
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真下美紀子, 戸田智基, 川波弘道, 鹿野清宏, ニック・キャンベル, "日英言語間における声質変換と母音空
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る検討", 日本音響学会講演論文集, 3-4-9, pp.619-620, 2002-3 
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ASKA”, 情報処理学会第 64 回全国大会, 2002-3 
 



認知科学客員講座 

～人間の知的創造活動を支援するソフトウェアを目指して～
認知科学は、心理学、社会学、文化人類学など

といった人文科学分野で研究されてきた人間の
認知的活動を、計算機技術を用いることにより、
モデル化を通して自然科学的に支援する、極めて
学際領域的な特色を有する学問分野である。本学
における認知科学客員講座では、人間の知的行為
をモデル化し理解することにより、それを「より
効果的に」支援するためのソフトウェアの設計お
よび構築を研究してきた。1996 年度より講座と
して毎年 2名ないし 3名の学生が配属され、2000
年度には 2名の博士号取得者を輩出するに至って
いる。この間、常勤の高田眞吾助手（現慶應大学
理工学部）、蔵川圭助手と共に、ソフトウェア計
画構成学講座との密接な協力の下に研究を進め
てきた（脚注１）。海外からの訪問者は述べ 40名
を数え、日本における当分野における代表的研究
グループとしての地位を確立しつつある。 
我々の研究室では、当初から研究成果の一部と

してアプリケーションソフトウェアのプロトタ
イピングをおこなってきている（図参照）。しか
し、システムそのものの構築は我々の研究のゴー
ルではない。システムの有する機能が必要となる
理論的根拠は何であるか、その機能をユーザが使
用するにあたっていかなるインタラクションが
必要か、システムの状態をどのように表現すれば
認知的に優れた効果を得られるかーこのような
項目に関する汎用的枠組みを構築し、それを広範
な問題領域に応用し評価することによって、イン
タラクティブシステムデザインのための科学的
根拠を知見として得ることが、現在までの、そし
て今後の認知科学客員講座における研究のゴー
ルである。理論・実践・評価、というサイクルを
通して、人間の知的作業の様々な側面を支援する
ソフトウェアシステムへの理解を進めている。 

 過去から現在に至るまでの認知科学客員講座
における研究を振り返ると、(1) Communication
と(2) Representation、という二つの大きなテー
マで研究を進めてきていると言える。第一の
Communication をテーマとする研究では、複数
の人間が協調して作業をおこなう際に必要とな

るシステムのモデル化、デザイン、開発をゴール
としてきている。意思決定やグループによる設計
といった複数の人間が知的作業に関わる様子を
実際に観察し、コミュニケーションを促すメカニ
ズムやコミュニケーション自体を内省するため
に必要となる機能やインタラクションの手法を
研究している。第二の Representation をテーマ
とする研究は、論文執筆、実験データ分析、作曲
といった日常的な知的創造活動における思考集
約型作業を支援するシステムについて、思考を促
すような外在化の手法を研究するものである。記
号表現に加えて動画や音声、アニメーションとい
った多様なメディアが計算機上で利用可能とな
ったが、これらをいかに適切に組み合わせて人間
の思考の支援をおこなえばよいかを研究してい
る。 
これら両者の研究テーマに共通しているのは、
「デザイン」、すなわち「ものごとはどうあるべ
きか」を考える、人工物についての科学である。
人間の知的活動を広義のデザイン活動として捉
えることにより、両者の側面の重要性が浮かびあ
がってくる。 
認知科学客員講座では、常時 10 名前後という
少人数講座の利点を生かし、論文の  critical 
reading やインタラクティブなグループディス
カッションを中心とした研究プロセスを進めて
きた。こうした我々の研究のアプローチは認知科
学分野の最先端を担うものであり、これまでに 40
本余りの国内外の学術雑誌論文および国際会議
論文を発表する機会に恵まれた（脚注２）。我国
の大学や企業において当領域の研究をおこなっ
ている機関や組織の数は未だ極めて少数であり、
認知科学客員講座は日本を代表してこの分野の
発展を担う重要な役割を果たしてきているとい
える。 
脚注１：当講座による学位論文リストを、 

http://ccc.aist-nara.ac.jp/thesis-ja.htmlに掲げる 
脚注２：当講座による論文リストは、 
http://ccc.aist-nara.ac.jp/papers/2001.htmlに掲載

 



認知科学客員講座 

学術論文誌 
 
Kumiyo Nakakoji, Yasuhiro Yamamoto, Takahiro Suzuki, Shingo Takada, and Mark Gross , From Critiquing to 
Representational Talkback: Computer Support for Revealing Features in Design, Knowledge-Based Systems 
Journal, Dec. 1998 
 
 

国際会議録 
 
K. Sakamoto, K. Nakakoji, Y. Takagi, N. Niihara, Toward Computational Support for Software Process 
Improvement Activities, 20th International Conference on Software Engineering(ICSE98), pp.22-31, 1998  
 
Fumitaka Matsuura, Shingo Takada, Kumiyo Nakakoji, A Study on Communication during Requirement 
Elicitation Processes, 20th International Conference on Software Engineering (ICSE98), Vol.2, pp.63-66, 1998  
 
Shingo Takada, Yutaka Otsuka, Kumiyo Nakakoji and Koji Torii, Strategies for Seeking Reusable Components in 
Smalltalk, 5th International Conference on Software Reuse, pp.66-74, 1998  
 
Yasuhiro Yamamoto, Shingo Takada, Mark Gross, and Kumiyo Nakakoji, Representational Talkback: An 
Approach to Support Writing as Design, Asia-Pacific Computer Human Interaction (APCHI98), pp.125-131, 
1998  
 
Kumiyo Nakakoji, Yasuhiro Yamamoto, Kimihiko Sugiyama, Shingo Takada, Finding the 'Right' Image: 
Visualizing Relationships among Persons, Images and Impressions, IFIP Working Group 13.2 Conference on 
Designing Effective and Usable Multimedia Systems , 1998  
 

研究発表会 
 
高田眞吾, 中小路久美代, 鳥居宏次, 熟知していないソフトウェア部品空間の探索に関する研究, 電子情報
通信学会ソフトウェアサイエンス研究会 SS97-50, pp.1-8, 1998  
 
山本恭裕, 高田眞吾, 中小路久美代, 「全体」「部分」間の相互作用に着目したドキュメント構築支援, 情報処
理学会ヒューマンインタフェース研究会 HI76-2, pp.7-12, 1998  
 
杉山仁彦, 高田眞吾, 中小路久美代, 他者の感性情報を利用した画像空間の理解, 情報処理学会ヒューマ
ンインタフェース研究会 HI76-8, pp.43-48, 1998  
 
鈴木孝弘, 高田眞吾, 中小路久美代, 隠れた意図の明示化を支援するインタラクティブシステム, 情報処理学
会ヒューマンインタフェース研究会 HI76-9, pp.49-54, 1998  
 
松浦文崇, 高田眞吾, 中小路久美代, 電子媒体を用いたコミュニケーションに関する研究 - 要求獲得の事例
をもとに, 情報処理学会グループウェア研究会 GW28- 4, pp.19-24, 1998  
 
松浦文崇, 高田眞吾, 中小路久美代, 要求獲得の過程における電子メイルを用いたコミュニケーションに関す
る研究, ソフトウェアシンポジウム 98, pp.35-43, 1998  
 
山本恭裕, 高田眞吾, 中小路久美代, デザイン理論に基づいた「書いてまとめる」プロセスの支援に関する研
究, 日本認知科学会第 15 回大会, pp.30-31, 1998  
 
村上哲也, 石原靖哲, 石井信, 関浩之, 伊藤実, “マルチエージェント環境における時刻の前後関係に関する
推論問題,'', 電子情報通信学会技術研究報告, COMP97-85, 1998-01. 



論理生命学講座

21 世紀はライフサイエンスの世紀であると言
われる。時代の最先端を担うべき情報科学研究科
としても、その対象を生命情報に拡げることが時
代の要請である。すなわち、情報生命科学へとシ
フトする必要がある。論理生命学講座はこうした
使命を遂行すべく、平成 13年 4月に設立された、
情報科学研究科における 18 番目の基幹講座であ
る。現在のスタッフは、平成 13 年 3 月まで情報
科学研究科知識工学講座に所属していたため、本
講座は知識工学講座を前身に持つ。 
｠ 自然に存在する生命を生物的生命と呼ぶなら
ば、その模倣として計算機上に存在し得る生命は
論理的生命である。すなわち、論理生命学とは生
命の模倣によって生命現象を理解しようとする
学問である。山田康之前学長の命名による、おそ
らくは日本初の講座である。 
｠ 講座の主眼は、「生命や知性のモデルの研究」
と「適応学習システムの研究」である。 
平成 13年 9月現在、実施中の研究テーマは、 
・統計的学習による微生物の遺伝子発現制御のモ
デル 
・強化学習の数理的研究とロボット制御への応用 
・神経細胞のモデルと脳の情報表現 
・環境に適合するための脳の学習戦略 
・変動する環境における統計的学習手法 
など多岐にわたる。 

｠ 主に数理工学の手法を用いて、脳科学、生命科
学はもとより、パターン認識、ロボット工学など
工学への貢献を果たそうとしており、学際的な色
合いが強い。講座に所属するメンバーも、物理学、
化学、分子生物学、認知心理学などの理学系、電
気電子工学、情報科学などの工学系と多彩である。 
｠ また、その学際的な性格のために、北海道大学
医学研究科、科学技術振興事業団、東京大学工学
系研究科、国際電気通信基礎技術研究所(ATR)、
NTTコミュニケーション科学基礎研究所、通信総
合研究所(CRL)、本学バイオサイエンス研究科お
よび遺伝子教育研究センターなど、多くの研究機
関と共同研究を実施している。前身である知識工
学講座を含めて、これまで、非平衡力学系による
組合せ最適化問題の解法、変動する環境における
効率の良い統計的学習手法、神経細胞の集団ダイ
ナミクスの数理的解析手法、統計的学習法を用い
た強化学習法、統計的学習法を用いた非線形力学
系のシステム同定法などの開発を行い、主要な国
際専門誌にその成果が掲載されるなど、国内外で
評価を得てきた。 
現在のスタッフは以下の通りである。 
教授：石井信（平成 13年 4月～現在） 
助手：作村勇一（平成 13年 4月～現在） 
研究員：雨森賢一（平成 13年 7月～現在） 



論理生命学講座 

著書 
 
石井 信, 脳科学大事典, 分担執筆(III-7.1節), 朝倉書店,  
 

学術論文誌 
 
Ishii, S., & Sato, M, Associative memory based on parametrically coupled chaotic elements, Physica D, 121, 
344-366, 1998 
 
Ishii, S., & Sato, M, Constrained neural approaches to quadratic assignment problems, Neural Networks, 11, 
1073-1082, 1998 
 
Y. Sakumura and K. Aihara, ``A Neuronal Time Window for Coincidence Detection,'' IEICE Transactions on 
Fundamentals, E81-A(9), pp.1818--1823, 1998. 
 
Osaka, M., Gohara, K., Ishii, S., Kishida, H., Hayakawa, H., & Ito, N, Symbolic strings and spatial 1/f spectra, 
Physica D, 125, 142-154, 1999 
 
石井 信, 佐藤 雅昭, 正規化ガウス関数ネットワーク、Mixture of experts と EMアルゴリズム, 日本神経回路学
会誌, 6(1), 30-40, 1999 
 
新妻 弘崇, 石井 信, 伊藤 実, 座標変換を用いたカオス的最適化手法, 電子情報通信学会論文誌, 
J82-A(9), 1428-1436, 1999 
 
新妻 弘崇, 石井 信, 伊藤 実, アナログλ-opt アルゴリズムを使った２次割当て問題の解法, 電子情報通信
学会論文誌, J82-D-II(12), 2375-2384, 1999 
 
Yoshioka, T., Ishii, S., & Ito, M, Strategy acquisition for game Othello based on min-max reinforcement learning, 
IEICE Transactions on Information and Systems, E82-D(12), 1618-1626, 1999 
 
吉田 和子, 石井 信, 佐藤 雅昭, オンラインEMアルゴリズムによるカオス力学系の学習と耐ノイズ性, 電子情
報通信学会論文誌, J83-A(1), 28-37, 2000 
 
Sato, M., & Ishii, S, On-line EM algorithm for the normalized Gaussian network, Neural Computation, 12(2), 
407-432, 2000 
 
吉本 潤一郎, 石井 信, 佐藤 雅昭, オンライン EM アルゴリズムによる強化学習法の acrobot 制御への応用, 
電子情報通信学会論文誌, J83-D-II(3), 1024-1033, 2000 
 
新妻 弘崇, 石井 信, ニューラルネットワークによる２次割当て問題の一解法とそのダイナミクス, 電子情報通
信学会論文誌, J83-A(3), 263-274, 2000 
 
Amemori, K., & Ishii, S, Ensemble average and variance of a stochastic spiking neuron model, IEICE 
Transactions on Fundamentals of Electronics, Communications and Computer Sciences, E83-A(3), 575-578, 
2000 
 
雨森 賢一, 石井 信, 精緻なテンポラルコードの自己組織化学習と連想記憶, システム制御情報学会論文誌, 
13(7), 308-317, 2000 
 
Ishii, S., & Niitsuma, H, Lambda-opt neural approaches to quadratic assignment problems, Neural Computation, 
12(9), 2209-2225, 2000 
 
Niitsuma, H., Ishii, S., & Ito, M, Analog lambda-opt approach to quadratic assignment problem, Systems and 
Computers in Japan, 31(10), 1-9, 2000 
 
Niitsuma, H., Ishii, S., & Ito, M, Chaotic optimization method combined with coordinate transformation, 
Electronics and Communications in Japan (PART III: Fundamental Electornic Science), 84(2), 12-20, 2001 
 
Yoshimoto, J., Ishii, S., & Sato, M, Application of reinforcement learning based on on-line EM algorithm to 
balancing of acrobot, Systems and Computers in Japan, 32(5), 12-20, 2001 
 
 
Yoshida, W., Ishii, S., & Sato, M, Learning chaotic dynamics under noise with on-line EM algorithm, Electronics 
and Communications in Japan (PART III: Fundamental Electornic  Science), 84(6), 23-31, 2001 
 
松野 陽一郎, 山崎 達也, 松田 潤, 石井 信, 相手モデル学習を取り入れたマルチエージェント系の学習モ
デル, 電子情報通信学会論文誌, J84-D-I(8), 1150-1159, 2001 



 
Ishii, S., & Sato, M, Reconstruction of chaotic dynamics based on on-line EM algorithm, Neural Networks, 14, 
1239-1256, 2001 
 
Amemori, K. & Ishii, S, Gaussian process approach to spiking neurons for inhomogeneous Poisson inputs. Neural 
Computation, 13(12), 2763-2797,2001 
 
Ishii, S., & Sato, M, Doubly constrained network for combinatorial optimization, Neurocomputing, 43, 239-257, 
 
大羽 成征, 石井 信, 佐藤 雅昭, 変分法的ベイズ推定による混合主成分分析, 電子情報通信学会論文誌, 
印刷中,  
 
Tamakoshi, H., & Ishii, S, Multi-agent reinforcement learning applied to a chase problem in a continuous world, 
Journal of Artificial Life and Robotics, (to appear),  
 
Niitsuma, H., & Ishii, S, A neural optimization method for quadratic assignment problem, Electronics and 
Communications in Japan, (to appear),  
 
Ishii, S., Yoshida, W., & Yoshimoto, J, Control of exploitation-exploration meta-parameter in reinforcement 
learning. Neural Networks, (to appear), 
 
Matsuno, Y., Yamazaki, T., Matsuda, J., & Ishii, S, A multi-agent reinforcement learning method based on the 
model of the other agent. Systems and Computers in Japan, (to appear),  
 

国際会議録 
 
Ishii, S., & Sato, M, On-line EM algorithm and reconstruction of chaotic dynamics, Neural Networks for Signal 
Processing VIII (eds. T.Constantinides, S.-Y.Kung, M.Niranjan and E.Wilson), pp.360-369, New York: IEEE, 
1998 
 
Ishii, S., & Sato, M, On-line EM algorithm and reinforcement learning, ICANN 98 (eds. L.Niklasson, M.Boden 
and T.Ziemke), pp.1127-1132, London: Springer-Verlag, 1998 
 
Ishii, S, Deterministic annealing and chaotic annealing in a neural approach to quadratic assignment problem, 
Methodologies for the Conception, Design and Application of Soft Computing, (eds. T.Yamakawa and 
G.Matsumoto), 2, pp.892-895, Singapore: World Scientific, 1998 
 
Yoshioka, T., Ishii, S., & Ito, M, Strategy acquisition for the game “Othello'' based on reinforcement learning, 
Proceedings of the Fifth International Conference on Neural Information Processing, (eds. S.Usui and T.Omori), 
2, pp.841-844, Burke: IOS Press, 1998 
 
Amemori, K., & Ishii, S, Self-organizing network learning of sub-millisecond temporal coded information, 
Proceedings of the Fifth International Conference on Neural Information Processing, (eds. S.Usui and T.Omori), 
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ソフトウェア基礎講座 

ソフトウェア基礎講座は、平成 5年 4月の講座創
設後、1 年余りで教授の移動があり、初期の並列
分散アルゴリズムとユーザインタフェースを中
心とした分野から、視覚情報メディアを中心とし
た分野に教育研究の重点が移って、現在に至って
いる。 
すなわち、コンピュータやロボットが外界を

「視る」ための技術、ならびにコンピュータ内部
の多様な情報を人間に「魅せる」ための技術を中
心に、コンピュータビジョン、ヒューマンインタ
フェース、人工知能の 3分野とそれらの融合領域
において教育研究を行っている。｠ 図 1に本講座
の教育研究分野を示す。 

 

 
図 1：ソフトウェア基礎講座の教育研究分野 

 
コンピュータビジョンに関しては、当初は、動

的な 3次元世界の認識・理解を目的として、3次
元シーン復元や移動物体追跡の基本アルゴリズ
ム開発に重点が置かれた。 
本講座におけるアプローチの特徴は、コンピュ

ータビジョンにおける基本的な問題を数学的に
最適化問題として定式化し、変分法等の枠組で数
値的に解くというものであった。 
その後、助手の赴任等に伴い、全方位画像セン

サの開発と応用に新たな展開を図り、全方位ビデ
オカメラを用いた新しいテレプレゼンス方式を
提案するとともに、3 次元パノラマ映像空間構築
法等を開発してきた。 
また、最近では、メディアとしてのビジョン研

究の立場から、後述のインタフェースグループと
連携して、複合現実の分野で、3 次元実物体の仮
想化技術や広域屋外環境の 3次元モデル化技術に
関して成果をあげつつある。 
ヒューマンインタフェースに関しては、当初か

ら、コンピュータ内部の多様な情報を人間に分か
り易く提示し、高度なユーザインタフェースを実

現するために、仮想現実(バーチャルリアリティ)
やコンピュータグラフィクス等について研究を
行ってきた。 
特に、没入型仮想現実環境での形状モデリング
について顕著な成果をあげてきた。 
最近では、ネットワークで結ばれた仮想空間に 
おける協調作業や、ビジョングループと連携し
た複合現実の研究を重点的に行っている。この中
で、次世代情報処理の中核として期待されている
拡張現実を取り上げ、コンピュータビジョン技術
を用いたビデオシースルー型拡張現実感システ
ムを開発している。また、この研究は、屋内外実
環境での場所に依存した情報提供を可能とする
ウェアラブル拡張現実感システムの研究へとつ
ながっている。 
人工知能分野では、コンピュータに知的な振舞
いをさせるために、当初は、コンピュータ自身が
与えられた外部情報から知識を発見・学習する手
法について研究を行い、例外を含む事例集合から
の知識獲得アルゴリズム等を開発した。 
その後、ビジョングループ及びインタフェース
グループと連携して、画像の類似検索、情報の可
視化による視覚的データマイニング等の課題に
取り組んだ。 
本講座における研究活動の特徴は、政府出資金
による提案公募型プロジェクト、科研費・特定領
域研究等に積極的に取り組むとともに、これらの
プロジェクトに関連して外部機関との連携を図
っているところにある。最近では、新しい産学連
携の試みとして連携ラボを立ち上げた。また、講
座所属学生は、積極的に外部発表を行うとともに、
各種コンテストにも応募し、これまでに、10名の
学生が学会等の外部団体から各種の賞を受けて
いる(受賞件数 15)。 
講座創設以来の教育研究スタッフの変遷は以
下の通りである。 
教｠ 授：萩原兼一(平成 5年 4月～平成 6年 6月) 
(現在、大阪大学大学院基礎工学研究科教授) 
横矢直和(平成 6年 9月～現在) 
助教授：竹村治雄(平成 6年 4月～平成 13年 3月) 
(現在、大阪大学ｻｲﾊﾞｰﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ教授) 
助｠ 手：片山喜章(平成 6年 4月～平成 7年 3月) 
(現在、本学情報科学センター助手) 
｠ ｠ ｠   岩佐英彦(平成 7年 4月～平成 12年 3月) 
(現在、(株)ネットシステムズ勤務) 
     山澤一誠(平成 8 年 4月～現在) 
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言語設計学講座

「言語設計学」は、創設当時、良く知られていな
かった新しい学問分野であった。そこで、講座の
目標を、暫定的に、次のように定めた。『新たな
要求に合わせた情報システムの設計と製作に当
たって、ハードウェアとソフトウェアの最適な機
能分担を実現する』。 
設計においては、コンピュータを最大限に活用

できるようにして、人の柔軟な発想と思考を支援
する環境を構築する。人とコンピュータのインタ
フェースとして、「言語」を中心とし、「言語によ
る設計と検証」および「設計に適した言語環境の
開発」の二面を一体に考えた。とくに、システム
に対する要求やシステムの稼動環境が変わった
ときに、柔軟に対応できる「可変なシステムの表
現と構築方法」を扱ってきた。 
｠ ハードウェアの側面からは、大規模・高機能の
LSI の設計を目指して、VLSI の形式的設計検証
とタイミング検証、論理合成と最適化、省電力回
路設計、二分決定グラフや充足判定などの論理関
数処理の研究を進めた。それを基に、汎用コプロ
セッサの設計と製作、再構成可能 Java プロセッ
サ、不特定話者単音節リアルタイム認識、リアル
タイム視線認識、および、顔の向き判定などの LSI
の設計と試作を行った。1999と 2000年には、日
経 BP社 IPアワードの IP賞を受けている。 
授業の中では、創設以来、プロジェクト実習のテ
ーマとして「EDA ツールを用いた LSI の設計と
実現」を担当して、LSI設計の楽しさと重要性を
体験させた。 
 

 
 
｠ ハードウェア/ソフトウェア協調設計では、Cか
らの最適なハードウェア自動生成、ハードウェア
/ソフトウェアの自動分割と協調インタフェース
の生成などを進めてきた。これは、学習機能をも
つ知的電子デバイスの開発、システム記述言語の
設計に結びついている。｠  
ソフトウェアの面では、構成の柔軟性を目指して、
コンパイラ生成系、細胞によるプログラミングや
能動形プログラミングの変換系の開発を行って

きた。また、応用向きの記述として、英文契約書
の特徴抽出を行った。さらに、手話動作記述や建
築設計記述の言語と実行支援環境の開発を進め
ている。 
｠ グループウェアやコミュニケーションシステ
ムは人と人の協調を支援する。そのひとつとして
行ったメールシステムの研究が、インターネット
を介したソフトウェアの協調設計の課題に結び
ついている。 
｠ 二分決定グラフは、情報の取捨選択による自動
推論や計算複雑度の評価にも適用できる。大量の
時系列データの中から「知識」を発見するデータ
マイニングへの応用を目指している。 
｠ 可変構造のコンピュータアーキテクチャとは
別に、新しいコンピュータの原理として、量子コ
ンピュータが期待されている。その有効性を探る
ために、量子計算・量子アルゴリズムの探求を開
始している。 
｠ 研究に従事したスタッフは次のとおりである。 
教｠ 授：渡邉勝正（平成４年４月～現在） 
助教授：木村晋二（平成５年４月～現在） 
助｠ 手：国島丈生（平成６年４月～１０年３月） 
｠ ｠ ｠ ｠ 現在、岡山県立大学情報工学部助教授 
助｠ 手：高木一義（平成７年４月～１１年３月） 
｠ ｠ ｠ ｠ 現在、名古屋大学大学院工学研究科講師 
助｠ 手：堀山貴史（平成１１年４月～現在） 
助｠ 手：中西正樹（平成１２年４月～現在） 
また、研究に協力して、巣立っていった人は、 
平成 13 年 9 月 30 日現在で、博士学位取得者 2
名、研究指導認定退学者 3名、前期課程修了者 30
名である。現在、博士後期課程 2名、前期課程 12
名、研究生 1名の人が、関連した新しい問題に取
り組んでいる。 
｠ 共同研究として、NTTコミュニケーション科学
基礎研究所、（株）富士通研究所、（株）日立製作
所、京セラ（株）、オーミック（株）などがあり、
京都大学、東京大学と研究協力をしている。 
 

環境の変化に適応する情報システム
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IT社会の基盤を担うソフトウェアであるが、その
脆弱性は依然解消されていない。ソフトウェアに
関する技術を工学として体系付け、脆弱さを克服
するためには、19世紀末の物理学がそうであった
ように、理論と実験の双方を重視した研究が今後
ますます重要になると考えられる。 
ソフトウェア計画構成学講座では、ソフトウェア
の開発・利用・管理を支援する技術について、理
論面での議論と共に、技術の有用性を確かめる実
証実験にも力を入れ取り組んできた。この 9年間
に取り組んだ主な研究テーマは図に示すとおり
である。最近では、ソフトウェア支援技術の他に、
ソフトウェアの知的財産権や教育の分野にも研
究テーマを広げつつある。いくつかの研究テーマ
については、他大学、及び、本学の認知科学講座、
情報科学センターと連携して進めてきている。 
また、ソフトウェア技術に対する多様なニーズを
捉えるため、実証データの提供を受けるため、そ
して、研究成果の実用性を高めるために、多くの
研究テーマにおいて企業との連携を図ってきた。
企業との人的交流も活発で、社会人学生の数は博
士前期課程と後期課程を合わせてこれまでに 25
名で、そのうち 4名が博士号を取得するに至って
いる。 
海外の研究者との交流も活発に行ってきている。
特に、米国、ドイツ、オーストラリアをはじめと
する世界 12 カ国の産学の研究者で組織する
International Software Engineering Research 

Networkの創設に携わり、その第 1回会合を、開
学間もない本学で 1993年に開催した。その後も、
活発に活動を続け、今年からは、世界規模で実施
されるソフトウェア評価実験プロジェクトに日
本代表サイトとして参画している。  
外部からの研究資金の導入にも積極的で、これま
でに受託研究費 2件、共同研究費 6件、科研費そ
の他 21 件を獲得している。その多くは複数年に
亘るもので、一定の成果を収めつつ、新たな研究
テーマへの展開を図っている。 
これまでに発表した学術論文は 36 編、国際会議
発表は 46 件である。学術論文のうち 2 編は、電
子情報通信学会の「システム開発論文」であり、
研究成果を具体的なソフトウェアシステムとし
て実現した点が高く評価されている。他にも、開
発したソフトウェアの公開（オープンソース化）、
特許出願といった形態での成果発表も始めてい
る。詳細は、<http://se.aist-nara.ac.jp/>を参照さ
れたい。 
ソフトウェアの開発・利用・管理の形態は、今後
ますます多様化すると思われる。本講座では、こ
れからも、ソフトウェアに関する基本的な理論や
技術を踏まえつつ、多様な学生の知識や好奇心を
うまく組み合わせていくことで、既存の理論や技
術の枠にとらわれない、先端的で実用的な研究を
行っていく考えである。
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計算機アーキテクチャ講座

計算機アーキテクチャ講座は、1994 年に九州
大学より福田晃教授（現在は九州大学教授）なら
びに最所圭三助教授（現在は香川大学教授）を迎
え、国内でも数少ないオペレーティングシステム
を研究する、情報システム学専攻の基幹講座とし
て発足しました。当時は並列分散処理が活発に研
究されていた時期であり、計算機アーキテクチャ
講座でも並列オペレーティングシステム、自動並
列化コンパイラなど並列分散処理のための基本
ソフトウェアの研究ならびに開発を進めました。 
計算機アーキテクチャ講座では、マルチプロセ

ッサ上で稼動するマイクロカーネル構成のオペ
レーティングシステム「K1」を開発しました。一
般的なオペレーティングシステムでは、マルチプ
ロセッサ上のユーザプログラムの並列実行部分
が発行するシステムコールも逐次的に処理され
ており、これがユーザプログラムの並列化による
高速処理を阻む原因となっていました。K1では、
カーネル内部にメッセージプールと呼ばれるタ
スク間通信機構を設け、カーネル内タスクを同時
実行させることにより、システムコール内部の並
列処理を実現し、オペレーティングシステムに起
因する並列処理オーバーヘッドの削減を達成し
ました。 
ユーザのための並列処理実行環境としては、

PPL (Parallel Pthread Library) を開発しました。
PPL はスレッド管理のカーネル非依存部分を可
能な限りユーザ空間で行うことにより、ユーザ空
間とカーネル空間との間のコンテキスト切換時
にユーザプログラムに加わる並列処理オーバー
ヘッドを削減するとともに、標準的な Pthreadイ
ンターフェースを用意することでユーザプログ
ラムに高い移植性を与えました。 
また、並列プログラム開発環境としては、逐次

プログラム中の並列処理部分を検出あるいは抽
出し、並列プログラムを生成する自動並列化コン
パイル技術を開発しました。高いスケーラビリテ
ィは保証できるものの、通信オーバヘッドが大き
く難物とされる分散メモリ型並列計算機を対象
に、プロセッサ間通信を極力抑えるデータ分割配
置最適化アルゴリズムを開発すると同時に、その
際に必要となるデータフロー解析技術を研究し
ました。 

1990 年代後半は瞬く間にインターネットが市
民生活に浸透した時期であり、計算機アーキテク

チャ講座では並列分散処理の研究と並行してネ
ットワークの研究も進めました。世界的には IP
アドレスの枯渇やセキュリティの問題がクロー
ズアップされてきていました。計算機アーキテク
チャ講座では、IPアドレスのアドレス空間を拡張
する IPv6、ならびにこれまでの IPv4 から IPv6
への移行技術を開発し、暗号化電子メールの研究
を進めました。 
この時期は、ノートパソコンや携帯電話、PHS
の低価格化と軽量化により、屋外でのコンピュー
ティングやネットワーク接続も普及してきたた
め、1997 年以降はモバイルネットワークの研究
に着手しました。移動先で収集した情報を、広い
帯域が確保できない、あるいは通信の断続がしば
しば生じるモバイルネットワーク環境下で配信
するシステムを開発しました。 

PC の爆発的な普及といわゆるウィンテルによ
る PC市場の寡占化が進行する一方で、コンピュ
ータの体裁をとらないコンピュータ応用機器、い
わゆる「組込みシステム」が国内外で脚光を浴び
るようになりました。汎用性が重視されていた並
列分散処理システムと異なり、組込みシステムは
アプリケーション特化型のコンピュータシステ
ムであり、これまで汎用性を追求してきたコンピ
ュータアーキテクチャ講座のオペレーティング
システム、コンパイラ、ならびに計算機アーキテ
クチャの研究はカスタマイズ性や固定のアプリ
ケーションに対する最適化を目指すものにベク
トルを変えました。組込みシステムを対象として、
現在はリターゲッタブル OS「λ」、組込み用コン
パイラフレームワークライブラリ、省電力通信方
式の開発を進めています。 

2001 年 4 月に福田教授が九州大学へ転任し、
その後任には情報科学センターの湊小太郎が配
置換により着任しました。これまでの計算機アー
キテクチャ講座の研究を引き継ぐとともに、応用
分野として医療情報ネットワークシステムのア
ーキテクチャ研究に着手しました。2001 年 6 月
には光応用計測を専門とする杉浦忠男助教授が
着任し、ポストゲノム時代を見据えて分子レベル
の計測技術の研究開発を進めています。研究科改
組によって来年度設置予定のバイオインフォマ
ティクスを目指した「情報生命学専攻」のバイオ
情報学・生命機能計測学分野（仮称）への移行に
向けて布石を打っています。
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マルチメディア統合システム講座

［概要」本講座は，データベースシステムを主要
な研究テーマとし，平成５年の講座開設以来，わ
が国データベース研究の一つの中心として活発
な研究教育活動を継続している。データベースは、
大量、多様な情報を活用するための基盤技術であ
る。数億台のコンピュータによるネットワークが
世界を覆い、多彩なメディアによる地球規模の情
報資源を現出している今日こそ、データベース技
術が重要な意味をもっている。本講座は、データ
ベース技術を核として、デジタルメディア、構造
化文書、情報検索などの分野を横断した先進的な
情報システムの研究開発に取り組んできた。｠
｠
［教育研究活動］講座発足当初は、マルチメディ
アデータベースを中心としていたが、具体的な研
究テーマは少しずつ変化している。主なものを列
挙する。｠
｠
•  マルチメディアデータベース（映像データベ
ース）｠

•  ＸＭＬデータベース（ＸＭＬ文書のデータベ
ース化）｠

•  時系列データベース（時間の扱い）｠
•  構造化文書の検索技術（部分文書）｠
•  言語横断型データベース探査（国際化）｠
•  考古学データベース（情報考古学）｠
•  プログラム言語 COBOL、オブジェクト指向技
術｠

｠
データベースの応用範囲が拡大するにつれて

新しく要求される技術課題に答えていかなけれ
ばならない。最近の大きい課題として、ポストゲ
ノム時代のバイオ情報学すなわち生命情報科学
へのデータベース応用に取り組んでいる。｠
｠

［運営上の特徴］大学院大学の講座として、さま
ざまの工夫をしてきた。｠
（１）多彩な学生への対応｠ 学部をもたない大学
院組織であるから，学生も多彩である。対応策と
して，基礎的な教育コースを授業とは別に講座内
に設定したが，これは年度によりうまくいったり，
いかなかったりしている。また，座席の配置につ
いて，社会人や通常の学生が入り交じること，学
年が異なる学生が入り交じることなどを実施し
た。さらに，学生，教官が原則として全員参加す
る週１回の昼食会を開催している。昼食会では，
講座の合宿のような雑事の打ち合わせのほかに，
教授会の報告も行っている。ランチスピーチとい
って、身近な話題について、発表するセッション

もある。毎年夏には合宿も開催している。学生の
博士前期課程２年間というのは，いかにも短い期
間であると痛感し始めている。｠
（２）学生の学会発表と講座年報｠ 博士前期課程
を修了する要件として，学会の研究会と全国大会
にそれぞれ少なくとも１回以上発表することを
義務付けている。短縮修了の場合は，研究会に複
数の発表を行うことが要件である。これは，将来
わが国の情報技術の中核を担うことになる学生
たちのはげみになり，講座の志気の向上にもつな
がって，よい効果をおさめている。講座全体とし
て国際会議に発表する件数が年々増加している
が、学生自身による発表も増えている。なお，こ
うした研究発表をまとめた講座年報を毎年１回
公刊し、現在第７号に達している。研究発表が増
えるに従って増えるページ数を、どう抑えるかに
苦労している。｠
（３）国際シンポジウムの開催｠ 文部省の国際研
究集会開催経費の援助を受けて，1994 年に
"International｠Symposium｠on｠Advanced｠Database｠
Technologies｠and｠Their｠Application,｠ADTI'94"
を，また 1997 年には，"International｠Symposium｠
on｠Digital｠Media｠Information｠Base,｠DMIB'97"
を開催した。奈良県新公会堂の能舞台での招待講
演や，帝塚山大学の能楽部による演能など奈良ら
しい雰囲気を演出できた。｠
｠
[科学研究費補助金]｠
「高機能データベースシステム」、「ゲノム」、
「情報学」など。｠
｠
[その他の外部資金]｠
戦略的基礎研究推進事業 CREST プログラム「日
常生活を拡張する着用指向情報パートナー」｠
情報ストレージ開発推進機構など。｠
｠
[学位取得者数]｠
博士 7名、修士 48名(2002 年 3月現在）｠
｠
[教官]｠
植村俊亮(1993 年 4月～現在,｠教授)｠
吉川正俊(1993 年 4月～現在,｠助教授)｠
石川佳治(1994 年 4月～1999 年 3 月,｠｠

助手、現職｠ 筑波大学講師）｠
高倉弘喜(1995 年 10 月～1997 年 3月,｠｠

助手、現職｠ 京都大学助教授)｠
天笠俊之（1999 年 4 月～現在,｠助手）｠
波多野賢治（1999 年｠6 月～現在,｠助手）
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情報ネットワーク講座

情報ネットワーク講座は、通信システムとマル
チメディアネットワークに関する教育・研究を行
う講座として１９９２年発足した。同年７月日本
電信電話株式会社から山本平一教授が着任し、以
来、ディジタル無線通信システムの研究ならびに
通信ネットワークの構成法に関する研究を行っ
ている。 
１９９３年４月には、本学情報科学センターか

ら山口英助教授が移籍し、主としてインターネッ
ト環境における分散処理技術に関する研究を担
当した。 
１９９４年４月、大阪大学工学部岡山聖彦助手

が移籍し、ネットワークセキュリティおよびセキ
ュリティ管理に関する研究を行った。さらに１９
９５年４月には本学情報科学センターから馬場
始三助手が移籍し、広域ハイパーメディアシステ
ムに関する研究、分散処理環境の性能管理に関す
る研究を行った。 
１９９７年４月山本平一教授が本学副学長に

就任したことに伴い、同年８月、九州工業大学情
報工学部尾家祐二教授が本講座教授を併任する
ことになった。尾家教授のもと、実時間情報通信、
高速ネットワークのためのプロトコル、光波通信
網の構成に関する研究を進められた。 
１９９８年３月、馬場始三助手が倉敷芸術科学

大学芸術学部に転出した。また、１９９８年９月
には、岡山聖彦助手が岡山大学工学部に転出した。
１９９８年４月には本講座において工学博士の
学位を取得した知念賢一助手が就任し、広域情報
配信に関する研究を行った。 
１９９９年４月、山本平一教授の副学長任期満

了に伴い、本講座教授に復帰した。 
２０００年４月には山口英助教授が、本学情報

科学研究科計算機言語学講座教授に昇任、転出し
た。２００１年７月、大阪大学大学院工学研究科
助手であった岡田実が本講座助教授として着任
した。 
２０００年９月、山本平一教授が無線通信分野

の研究における長年の功績に対して、電子情報通
信学会よりフェローの称号を授与された。 
２００１年４月からは、名古屋大学大学院工学

研究科大学院生であった齋藤将人が工学博士の
学位取得後直ちに本講座助手として着任した。 
現在、山本平一教授の下、岡田実助教授、知念

賢一助手、齋藤将人助手により、移動通信を中心
としたディジタル無線通信システムおよびに広
域ネットワークにおける大規模情報配信に関す
る教育・研究を行っている。 
ディジタル無線通信システムにおいては、さら

なる高速ディジタル伝送および周波数有効利用

が要求されている。 本講座では、変復調技術、
干渉除去技術、アダプティブアレーアンテナなら
びにダイバーシチ技術といったディジタル無線
通信の基盤技術の研究を通じて、これらの要求を
満たすディジタル無線通信システムの実現を目
指している。また、移動通信に加えてさらに放送
やインターネットアクセスを含めた広範なアプ
リケーションのためのディジタル無線通信技術
に関する研究を行っている。（図１） 
一方、インターネット利用者の急増により、よ
り広範かつ大量なデータ配信技術の確立が望ま
れている。広域ネットワーク上で数千万から数億
規模の利用者を想定した配送モデルおよび機構
の確立について研究を進めている。（図２） 

 

図２：大規模WWWシステム 

図１：無線信号測定装置 
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システム基礎講座

本学創設時、当講座は福嶋雅夫教授と田地宏一
助手でスタートし、一年後に石田好輝助教授が着
任した。以上が初期のメンバーであるが、その後、
福嶋教授は平成８年４月に京都大学へ配置転換
となったため、同年７月に高橋豊教授が着任した。
さらに、平成９年４月には笠原正治助手が２人目
の助手として着任した。 
平成１０年には田地助手が大阪大学講師とし

て転出し、同年６月に石田助教授が豊橋技術科学
大学の教授として転出した。その後任には笠原助
教授が昇格した。平成１１年４月には高橋教授が
京都大学へ配置転換となり、同年１１月に杉本謙
二が教授として着任した。平成１２年４月に佐藤
淳助手が、さらに平成１３年４月に安達直世助手
が着任し、現在に至っている。 
以上のように、この１０年間は教員の流動化を

大いに実践した当講座であったが、これはメンバ
ーが非常に活発な活動を行っていることの証で
もある。旧職員とは緊密に連絡を取り合い、整合
性に配慮しつつ講座の運営に当たっている。 
初期の頃はオペレーションズ・リサーチ、特に

数理計画法や組み合わせ最適化、ならびに生体情
報処理を主たる研究テーマとしていたが、その後、
同じオペレーションズ・リサーチの一分野である
待ち行列理論へテーマがシフトしていった。現在
は、これに制御理論（動的システム論）を加え、
当講座の研究テーマの２本柱としている。 
このようにスタッフの交代に伴い研究テーマ

も変遷してきたが、システム科学の基礎研究を推
進するという基本方針は変わらない。講座開設の
当初から、数理的アプローチによりシステムを評
価し最適設計するという研究スタイルを一貫し
て保ちつつ、種々のテーマに取り組んで来た。現
在では次のような研究を行っている。 

 
・動的システム理論による制御系の最適設計 
・待ち行列理論およびそのネットワーク通信へ
の応用 
・行列不等式の数値最適化とロバスト制御 
・モンテカルロ・シミュレーションとインター
ネット性能評価への応用 

 
近年、教員の異動が相次いだため、講座の在職

スタッフが１名～２名のみという時期があった。
それにも関わらず、科学研究費は以下のように順
調に採択されてきた。 
・平成 10－11年、基盤研究（Ｃ） 
・平成 11－12年、奨励研究（Ａ） 
・平成 12－13年、基盤研究（Ｃ） 
・平成 13－14年、奨励研究（Ａ）２件 
現在、ようやく職員がフルメンバーとなり、研
究業績も増加傾向にある。 
また、この数年間に貢献してきた学会活動とし
て、次のようなものが挙げられる。 

 
・システム制御情報学会会誌・論文誌編集委員、
計測自動制御学会制御部門事業委員長および制
御部門運営委員、制御理論部会運営委員（杉本教
授） 
・電子情報通信学会ネットワークシステム研究
専門委員会委員および 2001 年ソサイエティ大会
プログラム委員、英語セッションオーガナイザ
（笠原助教授） 

 
また、この数年では以下のような研究プロジェ
クトを推進している。 

 
・ Japanese-Czech Project on Polynomial 

methods for Industrial Control Design 
・通信放送機構：神戸多段接続リサーチセンタ 
｠ サブリーダー（笠原助教授） 
 
当講座に配属を希望するのは基礎研究に興味
を持つ学生が大部分であり、従って多数とは言え
ない。創設時から 2000年度までの卒業生総数は 
・博士学位取得者、４名（内１名は留学生） 
・｠ 修士号取得者、３２名（内１名は連携講座
の学生） 

である。うち３名が大学の教員となっている。し
かし、今後は幅広い学生の希望にも応えるべく、
応用分野にも研究を発展させて行きたいと考え
ている。 
本学の創立 10 周年という大きな節目を迎え、
当講座としても気持ちを新たにして教育と研究
に取り組んで行く所存である。
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システム制御・管理講座

｠ 本講座は、情報科学研究科が学生の受け入れを
始めた１９９３年４月に開設され、教授西谷紘一
が着任した。その後、助教授藤原健史（現京都大
学）、助手北島禎二（現豊橋技術科学大学）、助手
黒岡武俊、助教授山下｠ 裕、助手今福｠ 啓が着任
し、その協力の下に、以下の研究を行ってきた。 
｠ 本講座は、ダイナミカルシステムに関する幅広
い基礎理論（制御理論、システム理論、信号処理
論、マンマシンシステム論、インタフェース論、
エルゴノミックスなど）をもとに、大規模で複雑
な挙動を示す人工物を、人間が制御・運転・管理
する際に生じる様々な問題を解決するための方
法や技術について研究することを目的としてい
る。特色は、実システムで役立つ研究をすすめる
中で、精緻で一般性のある理論づくりを重視して
いる点である。 
｠ 初期には、プロセス産業における生産システム
を対象として、モデル予測制御、プロセス監視と
異常検出、離散事象と連続プロセスを含む混合系
のモデリングとシミュレーション、分散型スケジ
ューリングシステム等の研究を行い、数多くの成
果をあげ、この分野の発展に寄与した。その後、
パイプレスバッチプラントの最適設計と運用、ロ
バストプロセス制御系の設計、最適制御問題の数
値解法等について研究を行い、大きな成果をおさ
めた。最近では、非線形システムに対する制御理
論の構築とその実システムへの応用に取り組む
グループと、プラントの監視制御についてマンマ
シンシステムおよびヒューマンファクターの立
場から取り組むグループに分かれて研究を進め
ている。 
｠ まず非線形制御の研究グループでは、非線形シ
ステムに対する最適制御理論およびＨ∞ロバス
ト制御理論の拡張、宇宙ロボットに代表される非
ホロノーム拘束をもつ系に対する制御問題、微分
代数方程式で表された非線形系に対する制御問
題、三輪移動体のようなメカニカルシステムに対
する実時間最適制御、非線形制御のプラント制御
への応用等について研究を行っている。特に各種
の特異性をもつ非線形システムの出力レギュレ
ーションに関する研究では、世界的レベルの研究
成果をあげている。またロボットアームの協調制
御や遠隔制御について理論的研究を行う一方で、
ロボットアーム実機をつかった非線形追従制御
の実験、２台のロボットアームを使った把持物体
の操りに関する実験、ＶＲを用いたロボットの軌

道生成に関する実験等を行っている。マスタース
レーブシステムの研究では他大学と共同して実
験をすすめる計画を立てている。 
今後は、非線形制御理論をさらに発展させるとと
もに、実用に際して必要な関連技術の研究も行う
予定である。 
｠ プラント監視制御の研究グループは、ＩＴ技術
をはじめとする高度技術を結集して、プラントを
安全にしかも効率良く運転するための研究を行
ってきた。計測、制御、コンピュータ利用技術の
進歩によって多くの作業が自動化されてきたが、
依然としてほとんどのプラントにおいて、異常時
等の判断は人間に委ねられている。人間が大規模
なプラントを安全にしかも効率良く運転するた
めに、どのような情報提供や支援が必要か、また
どのような訓練をおこなえばよいか等を、科学的
に明らかにするためには学際的なアプローチが
不可欠である。我々は幅広い産学共同研究を行う
中で、必要に応じて心理学や生理学等のアプロー
チも使って研究を進めてきた。プラント運転制御
システムをマンマシンの立場から再検討した研
究では、システム側と人間側双方に関係した問題
点を抽出するため心理学的手法を応用した。シミ
ュレータトレーニングでのトレイニーの行動を
分析する研究でも同じ方法を使って、緊急対応時
のオペレータの行動の特徴を明らかにした。この
知見をもとにオペレータの情報処理モデルをつ
くり、ヒューマンインタフェースやヒューマンエ
ラーの研究を行っている。さらに緊急時のオペレ
ータの判断や動作の信頼性を測る試みとして、人
間の思考状態を脳波データから推定する方法を
考案し、実験を行ってその有効性を確認した。ま
たこの成果をもとに、思考状態をリアルタイムで
測定するモニタリングシステムを試作した。これ
ら一連の研究成果は国際的にも高い評価を得て
いる。今後、プラント監視制御のみならず自動化
システムにおける人間の活動全般に対象を広げ
て研究を進めていきたいと考えている。 
｠ 学外活動では、講座の教官全員が日本学術振興
会産学協力研究委員会プロセスシステム工学第
１４３委員会の委員として協同研究に取り組ん
でいる。 
｠ 平成１３年度は前期課程１２名、後期課程５名
の学生が在籍して研究している。これまで本講座
で研究を行い修了した学生は、前期課程３７名、
後期課程６名である。
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ロボティックス講座

  知的なロボットを構成するには、情報科学にお

けるさまざまな学問分野にとどまらず、機械工学、

電気・電子工学などの分野との融合が必要である。

ロボティックス講座では、知的なロボットをめざ

して、幅広い研究を展開してきた。 

 
Ｉ．1993年より 1997年まで 
｠ 創設当時は、ロボットビジョンを中心に研究が
行われた。ロボットに搭載したテレビカメラの画
像から、物体の奥行き情報、環境地図の構築、ロ
ボットの移動計画の立案などの研究を行った。こ
れらの研究は、複合ロボット実験システム（図１）
を用いて行われた。視覚機能について深く掘り下
げ、特に、動画像から動物体を発見する研究が行
われた。動物体について、時間軸の制約を積極的
に取り入れ、さらにエネルギー最小化の考え方を
採用した Active Tubeやそれを実時間処理応用す
る研究を行った。 
｠ また、デジタルライブラリ、情報考古学、音楽
情報処理など、知能システムやヒューマンインタ
フェース 
に関する幅広い研究を展開した。 
 

｠  
｠ ｠ ｠ (a)｠ KOMA (b)｠ KANI 
｠ ｠ ｠ ｠ 図１｠ 複合ロボット実験システム 
 
II. 1998年以降 
｠ 実世界で機能するロボットの実現をめざし、リ
アルタイムセンシング、ヒューマンインタフェー
ス、などの要素機能と、それらを統合したロボッ

トシステムの研究を展開している。 
｠ ロボット研究の共通の研究課題として提唱さ
れているロボットサッカー問題に取り組んでい
る。実際にロボットによって構成されたチームに
よってサッカーを実行するには、戦略の獲得、マ
ルチエージェントによる協調、実時間視覚処理、
センサ情報融合といった多様な技術が必要にあ
る。これまでにカラー画像処理、複数台ロボット
による自己位置同定（図２）、協調行動の学習な
どに関して成果を上げている。 
｠ ヒューマンインタフェースについては、ステレ
オカメラを用いた顔と視線のリアルタイム計測
システムを開発した。そして、この手法を用いた
視線操縦型インテリジェント車椅子（図３）を構
築した。搭乗者が行きたい方向に顔を向けるだけ
で車椅子を操縦できるという画期的なシステム
である。 
移動ロボットに関しては、実時間の障害物検
出・回避法、全方位画像や天井画像などを用いた
ナビゲーション手法について研究を行い、実環境
でも機能するロバストな移動ロボットシステム
を目指している。 
｠ この他にも、触覚情報処理、認知機構の解析、
などの要素機能の研究が行われている。また、機
能を統合したロボットシステムとしては、案内ロ
ボット、受付ロボット、四足歩行ロボット、ヘリ
コプターなどが研究されており、実世界で役立つ
ロボットをめざした幅広い研究が行われている。 
｠ これまでのスタッフは次のとおりである。 
教｠ 授：烏野｠ 武（平成４年４月～９年３月） 
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ 本学名誉教授 
教｠ 授：小笠原司（平成 10年１月～現在） 
助教授：今井正和（平成５年４月～１３年３月） 
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ 現在、鳥取環境大学教授 
助｠ 手：藤川和利（平成６年４月～１０年３月） 
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ 現在、大阪市立大学講師 
助｠ 手：中村恭之（平成 10年４月～現在） 
助｠ 手：松本吉央（平成 11年１月～現在）

 

 

 

図２｠ サッカーロボット｠ ｠ ｠ 図３｠ 視線操縦型車椅子 
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多田 充徳, 栗田 雄一, 小笠原 司. “指紋を用いた高精度初期滑り計測のためのフロー推定法'', 
第 19 回日本ロボット学会学術講演会講演予稿集(RSJ'01), pp.593-594, 2001.9. 
 
多田 充徳, 柴田 智広, 小笠原 司. “指先接触面の固着領域率に基づく人の物体把持力制御仮説
'', 日本神経回路学会第 11 回全国大会講演予稿集 (JNNS2001), pp. 223-224, 2001.9. 
 
中村，前田，小笠原："適応型視覚処理システムの提案-実時間学習機能を持つ領域分割処理の実装
-"，電気学会システム制御研究会資料, SC-01-25,pp.31-34, 2001.10. 
 
松本 吉央, 伊野 智行, 小笠原 司. “顔と視線情報による電動車椅子の走行支援システム'', 電気
学会システム・制御研究会, SC-10-30, pp.59-64, 2001.10. 
 
栗田 雄一, 多田 充徳, 小笠原 司. “人間の把持力計画解析のための指筋電と把持/負荷力の同時
計測'', 計測自動制御学会 システム・情報部門 学術講演会 2001 講演予稿集, pp.313-318, 
2001.11. 
 

その他 
 
中村恭之,「短期集中連載：あなたにもできる！Libretto搭載パーソナルロボットの自作 I」アスキー出版
社 DOS/V ISSUE 1999 年 4月号 (Vol.45) pp.266-270． 
 
中村恭之,「短期集中連載：あなたにもできる！Libretto 搭載パーソナルロボットの自作 II」アスキー出
版社 DOS/V ISSUE 1999 年 5月号 (Vol.46) pp.374-375． 
 
中村恭之,「短期集中連載：あなたにもできる！Libretto 搭載パーソナルロボットの自作 III」アスキー出
版社 DOS/V ISSUE 1999 年 7月号 (Vol.48) pp.266-271． 

 



情報科学センター

｠ 情報科学センターは、本学の教育研究に必要な
超高速ネットワークと分散処理環境を基盤とし
た全学的な情報環境の構築と運用を目的として、
平成４年４月に設置された。 
｠ この設置目的に沿って、本センターは本学設立
当初から、全学統合情報ネットワーク（曼陀羅ネ
ットワーク）および全学情報環境システム（曼陀
羅システム）の構築と管理･運用に従事しながら、
｢最先端の研究プラットフォーム｣、｢高いモビリ
ティ｣、｢協調分散処理環境｣の３つの理念を具現
化し、情報インフラとしての教育研究資源の全学
的な共有を可能にしてきた。 
平成７年度からは、本学附属図書館で構築して

いるマルチメディア対応電子図書館について全
面的な技術支援を行い、電子図書館システムの導
入･運用と機能の高度化に積極的に貢献している。 
｠ さらに、対外的な情報ネットワークへの接続と
管理を統括し、本学の情報セキュリティの保全と
高速アクセスの確保に努力している. 
｠ また、外部機関との連携として、メディア教育
開発センターが主催するスペースコラボレーシ
ョンシステム（ＳＣＳ）計画に参加し、映像･音
声を用いた双方向の講演会、セミナー･研究会、
テレビ会議、遠隔授業などの本学における企画立
案、調整を行うとともに、関連施設･設備の管理･
運用を行っている。さらに、ネットワークを介し
た遠隔授業も試行している。 
｠ 以上は主に、全学的な教育研究活動を支援する
ための情報処理環境の構築と運用･維持に関わる
業務であるが、先端科学技術の高度な教育研究の
基盤となる情報環境の構築･維持･運用には、既存
システムの日常的な運用だけでなく、情報環境の
急激な変化に柔軟に対応するための研究開発が
必要である。このため、情報環境システムの構築
に必要な先端的な技術課題の解決と既設研究科
の現在の各講座単位では対応が難しい統合的な
システム化技術の確立並びに実運用システムで
の実証を目的とした研究開発を行ってきた。設置
当初から取り組んでいる情報ネットワーク、情報
システム、メディア処理等の研究の具体的な内容
については、研究業績一覧を参照されたい。 
｠ また、研究面での外部機関との連携も積極的に
図っており、ＷＩＤＥプロジェクト等において中
心的な役割を担ってきた。 
  本センターは、教育研究スタッフに加えて、教
務職員及び技官の技術スタッフから構成されて
いる。 

本センター創設以来のスタッフの変遷は以下の通
りである。 
 
ｾﾝﾀｰ長: 山本平一（平成４年 7月～平成 6年 3月） 
｠ ｠ ｠    千原國宏（平成 6年 4月～平成 10年 3月） 
｠ ｠ ｠ ｠  横矢直和（平成 10年 4月～現在） 

教 授:｠  横矢直和（平成 5年 4月～平成 6年 8月） 
｠ ｠ ｠ ｠  小山正樹（平成 6年 9月～現在） 

｠ ｠ ｠ ｠  尾家祐二（平成 7年 4月～平成 9年 3月） 
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ （現在、九州工業大学情報工学部教授） 
｠ ｠ ｠ ｠  湊小太郎（平成 9年 4月～平成 13年 3月） 
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ （現在、本学情報科学研究科教授） 

｠ ｠ ｠ ｠  砂原秀樹（平成 13年 4月～現在） 

教授(併):  横矢直和（平成 4年 5月～平成 5年 3月） 
教授(兼):  横矢直和（平成 6年 9月～平成 7年 3月） 
｠ ｠ ｠ ｠  山口｠ 英(平成１2年 4月～現在) 

助教授:  山口｠ 英(平成 4年 10月～平成 5年３月) 

｠ ｠ ｠ ｠  荻原剛志（平成 5年 10月～平成 7年 3月） 
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ （現在、神戸大学工学部助教授） 

｠ ｠ ｠ ｠  砂原秀樹（平成 6年 6月～平成 13年 3月） 
｠ ｠ ｠ ｠  飯田｠ 元（平成 7年 4月～現在） 

助教授(兼): 山口英（平成 5年 4月～平成 12年 3月） 

講師(併): 荻原剛志(平成 5年 4月～平成 5年 9月) 

助｠ 手: 馬場始三(平成 4年 7月～平成 7年 3月) 

｠ ｠ ｠ ｠ ｠ (現在、倉敷芸術科学大学芸術学部講師) 

｠ ｠ ｠ ｠   岩佐英彦(平成 6年 4月～平成 7年 3月) 

｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ (現在、(株)ネットシステムズ勤務) 

｠ ｠ ｠ ｠   片山喜章(平成 7年 4月～現在) 

｠ ｠ ｠ ｠   川原憲治(平成 7年 4月～平成 9年 3月) 

｠ ｠ ｠ ｠ ｠ (現在、九州工業大学情報工学部助教授) 

｠ ｠ ｠ ｠  菅｠ 幹生(平成 9年 4月～平成 13年 9月) 

            (現在、本学情報科学研究科助手) 

助手(併): 山口 英(平成 4年 4月～平成 4年 9月) 

助手(兼): 菅｠ 幹生(平成 13年 10月～現在) 

教務職員:  

｠ ｠ ｠ ｠  三浦豊樹(平成 6年 7月～平成 11年 12月) 

｠ ｠ ｠ ｠  西村｠ 亨(平成 8年 4月～平成 13年 9月) 

｠ ｠ ｠ ｠  油谷｠ 暁(平成 12年 3月から現在) 

技｠ ｠ 官: 辻井高浩(平成 7年 4月～現在) 

｠ ｠ ｠ ｠  佐藤由章(平成 8年 4月～現在) 

｠ ｠ ｠ ｠  小山琢也(平成 8年 4月～現在) 

｠ ｠ ｠ ｠  知原裕之(平成 8年 11月から現在) 

｠ ｠ ｠ ｠  多田克幸(平成 9年 1月から現在) 

｠ ｠ ｠ ｠  衣川俊二(平成 10年 4月～現在) 

｠ ｠ ｠ ｠  中塚幸毅(平成 10年 4月～現在) 
               (文責 横矢直和) 
 
 



情報科学センター 

著書 
 
井上克郎, 松本健一, 飯田元(共著)，ソフトウェアプロセス, 共立出版, March 2000 
 
増澤利光，，井上美智子，片山喜章: "「アルゴリズム工学」4章 4.17節 並列分散その 3: 高度な故障耐性を有
する分散アルゴリズム(杉原，茨木，浅野，山下編)"，共立出版，2001. 
 

学術論文誌 

 
Y.Nakahira, H.Sunahara, and Y.Oie: "Comparative evaluation of photonic ATM switch architectures,''IEICE 
Trans.of commun,vol.E81-B, No.2,pp.473-481 Feb.1998. 
 
大隈隆史，竹村治雄，岩佐 英彦，片山 喜章，横矢 直和: "Spiral Tree:順序付き階層構造の 3 次元視覚化手
法"，電子情報通信学会論文誌，(Vol. J81-A,No.2,pp.280-288)，(1998.02)． 
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ータソフトウェア, Vol.15, No.2, pp.62-81. March 1998. 
 
Yoshiaki Hori, Hidenari Sawashima, Hideki Sunahara, Yuji Oie,: "Performance Evaluation of UDP Traffic 
Affected by TCP Flows", IEICE Trans.on Commun.,Vol.E81-B,No.8,1998.8 
 
中平佳裕, 砂原秀樹, 尾家祐二,: "光波パス網のノードに実装すべき波長合分波器数に関する研究",電子情
報通信学会,論文誌、Vol.J81-B-Ⅰ,No.9,1998.9 
 
中平佳裕, 砂原秀樹, 尾家祐二,: "光波パス網のノードに実装すべき波長合分波器数に関する研究,''電子情
報通信学会論文誌(B-1), 1998. 
 
Manzoor Hashmani, Kenji Kawahara, Hideki Sunahara, Yuji Oie,: "ABR Congestion Control in ATM Networks 
and Proposal of EPRCAM", IEICE Trans.on Commun.,Vol.E81-B,No.11,1998.11 
 
川崎由起子, 砂原秀樹,: "動画像情報検索のための動的な分散ネットワーク構築システムの提案",画像電子学
会誌 28巻 5 号,1999.10. 
 
Noriko Hanakawa, Hajimu Iida, Ken-ichi Matsumoto, Koji Torii, Generation of Object-Oriented Software 
Process using Milestones, International Journal of Software Engineering and Knowledge Engineering, Vol. 9, no. 
4, pp. 445 - 466, Oct. 1999, October 1999 
 
中村 豊, 知念 賢一, 砂原 秀樹, 山口 英,: "ENMA: パケットモニタによる WWW サーバの性能計測システ
ムの設計と実装",電子情報通信学会 和文論文誌 D-I,2000.3. 
 
Yutaka Nakamura, Ken-ichi Chinen, Suguru Yamaguchi, Hideki Sunahara: "An Analysis of WWW Server Status 
by Packet Monitoring," IEICE Transactions on Information and Systems, E83-D, No.5, 2000 5. 
 
T. Tateoka, H. Sunahara, F. Teraoka and Y. Tada: "CM1: Communication Monitor for Applications Adaptive to 
Execution Environments", IEICE Transactions on Information and Systems, E83-D, No.5, 2000.5, 
pp.1020-1027. 
 
Hisakazu HADA, Hideki Sunahara, Keisuke Uehara, Yuusuke Kawakita, Jun Murai, Ivan Petrovski, Hideyuki 
Torimoto and Seiya Kawaguchi: "The Internet, Cars, and DGPS Bringing Mobile Snsors and Global Correction 
Services On Line," GPS World, Vol. 11, Number 5, 2000 5, pp38 - 43. 
 
H.Hada, H.Sunahara, K.Uehara, J.Murai, I.Petrovski, H.Torimoto, S.Kawaguchi: "DGPS and RTK Positioning 
Using the Internet," GPS Solutions, Vol.4, No.1, John Wiley & Sons, Inc., Summer 2000. 
 
河合栄治，知念賢一，山口英，砂原秀樹: "分散型キャッシュシステムにおける通信の定量的解析," コンピュー
タソフトウェア，日本ソフトウェア科学会，Vol.17, No. 4, pp.109 - 126, 2000 7. 
 
門田暁人, 松本健一, 飯田元 , 井上 克郎, 鳥居宏次, Java クラスファイルに対する電子透かし法, 情報処理
学会論文誌, Vol.41, No.11, pp.3001-3009, Nov. 2000, November 2000 
 
浮穴学慈，長谷川学，片山喜章，増澤利光，藤原秀雄: "木ネットワーク上のヒープ順序構成自己安定プロトコ
ル"，電子情報通信学会論文誌，(Vol. J84-D-I, No.1, pp.48-57)，(2001.01)． 
 
植原啓介, 湧川隆次, 佐藤雅明, 渡辺恭人, 砂原秀樹, 寺岡文男, 村井純: "自動車情報化のためのインタ



ーネットを用いた通信システムの構築," 情報処理学会論文誌,  Vol.42 No.2, pp.286-pp.296, 2001, 2. 
 
片山喜章，増澤利光: "重み最小生成木を構成する故障封じ込め自己安定プロトコル"，電子情報通信学会論
文誌(DI)，(Vol. J84-D-I, No.9, pp.1307-1317)(2001.09) 
 
Katayama, E. Ueda, T. Masuzawa and H.Fujiwara: "A Latency Optimal Superstabilizing Mutual Exclusion 
Protocol in Unidirectional Rings", Journal of Parallel and Distributed Computing - Special Issue on 
SELF-STABILIZING DISTRIBUTED SYSTEMS, 2002.06(to appear) 
 

国際会議録 

 
Makoto Matsushita, Makoto Oshita, Hajimu Iida, Katsuro Inoue, Distributed Process Management System Based 
on Object-Centered Process Modeling, Lecture Notes in Computer Science 1368: Worldwide Computing and Its 
Applications - WWCA'98, pp.108-119, March 1998 
 
Yutaka Nakamura, Ken-ichi Chinen, Hideki Sunahara, Suguru Yamaguchi, Yuji oie"The WWW Server 
Performance Measurement System via Packet Monitoring" Proceedings of INET'99, San Jose, CA, July 1999. 
 
Hajimu Iida, Pattern-Orienter Approach to Software Process Evolution, IWPSE'99, pp.55-59, September 1999 
 
Akito Monden, Hajimu Iida, Ken-ichi Matsumoto, Katsuro Inoue and Koji Torii, Watermarking Java programs, 
International Symposium on Future Software Technology'99 (ISFST'99), pp.119-124, October 1999 
 
Shinji Uchida, Akito Monden, Hajimu Iida, Ken-ichi Matsumoto, Katsuro Inoue and Hideo Kudo, Debugging 
process models based on changes in impressions of software modules, International Symposium on Future 
Software Technology 2000 (ISFST2000), pp. 57-62, August 2000 
 
Akito Monden, Hajimu Iida, Ken-ichi Matsumoto, Katsuro Inoue and Koji Torii, A practical method for 
watermarking Java programs, The 24th Computer Software and Applications Conference (compsac2000), pp. 
191-197, October 2000 
 
Makoto Sakai, Hiroshi Igaki, Hajimu Iida, Ken'ichi Matsumoto, Multi-Role Communicator: A New Secretary 
Agent System for Scheduling on the Internet, Proc. of the International Symposium on Future Software 
Technology 2001 (ISFST2001), Software Engineers Association, pp.36-41, November 2001 
 
Yutaka Nakamura, Eiji Kawai, Suguru Yamaguchi, Hideki Sunahara, Shinji Shimojo"The Design and 
Implementation of a Kernel Monitoring System for Network Server" SAINT-2002 The 2002 Symposium on 
Applications and the Internet, Nara city, Japan, Jan 2002. 
 
Yutaka Nakamura, Eiji Kawai, Suguru Yamaguchi, Hideki SUnahara, Shinji Shimojo "Development of a WWW 
Server Management Support System" SAINT-2002 The 2002 Symposium on Applications and the Internet 
Workshop, Nara city, Japan, Jan 2002. 
 

解説記事 
 
片山喜章: "「ネットワーク管理入門」(第 8 回) FTP の設定と運用"，映像情報メディア学会誌，(Vol.52,No.8)，
pp1173--1178(1998.08)． 
 
片山喜章: "「ネットワーク管理入門」(第 12 回)トラブル対策---転ばぬ先の杖---"，映像情報メディア学会誌，
(Vol.52,No.12)，pp.1785--1790(1998.12)． 
 
中村 豊，小川 晃通, "中継システム -WEB Casting, DV Multicasting--", 情報処理学会学会誌 VOL.41 
NO.11, 通巻 429 号, p1264-1268, 2000 年 11月. 
 

研究発表会 
 
門田暁人, 飯田元, 松本健一, 鳥居宏次, 一杉裕志, プログラムに電子透かしを挿入する一手法, 1998 年暗
号と情報セキュリティシンポジウム, SCIS'98-9.2.A, January 1998 
 
門田暁人, 飯田元, 松本健一, 鳥居宏次, 安全な鍵付きプログラムによるソフトウェア保護, ソフトウェアシンポ
ジウム'98 論文集, pp. 108--115, June 1998 
 
門田暁人, 飯田元, 松本健一, 鳥居宏次： , Java プログラムを対象とする電子透かし法, 日本ソフトウェア科学
会第 16 回大会論文集, pp.253-256, September 1999 
 
中村豊, 知念賢一, 山口英, 砂原秀樹, "パケットモニタによる WWW サーバ挙動観測方法の提案",Internet 
Conference '98, 1998 年 12月 
 
中村豊, 知念賢一, 山口英, 砂原秀樹, "パケットモニタによる代理サーバの性能計測", Japan Web Cache 



Workshop, 1999 年 4月 
 
梶田朋己, 中村 豊, 知念賢一, 砂原 秀樹, "メモリ・キャッシング代理サーバの実装 -アクセスピーク時にお
ける応答時間劣化の軽減手法-",Internet Conference '99, 1999 年 12月 
 
中山 貴夫, 中村 豊, 知念賢一, 砂原 秀樹, "WWW サーバにおける特徴抽出のための過渡解析手法", 電
子情報通信学会技術研究報告, 信学技報, IN99-89,TM99-55,OFS99-42, p7-p12, 2000 年 1月, 電子情報通
新学会 情報ネットワーク研究会 
 
古賀健太郎, 門田暁人, 飯田元, 松本健一, 井上克郎, 利用情報を用いたソフトウェアコンポーネントの検索, 
第 61 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4W-01, pp.1-309 - 1-310, October 2000 
 
古賀健太郎, 飯田元, 松本健一, 井上克郎, ソフトウェアコンポーネント利用情報の収集と共有, 電子情報通
信学会技術研究報告, ソフトウェアサイエンス研究会, Vol.100, No. 472, SS2000-27, pp.1-8, November 2000 
 
阪井誠, 井垣宏, 飯田元, 複数の組織に所属するユーザを支援するマルチロールコミュニケータと権限の委譲
機構, ソフトウェアシンポジウム'2001 論文集, pp.79-84,June 2001 
 
中村 豊, "Live Eclipse 2001 における WWWサーバの性能解析", 電子情報通信学会技術研究報告, 信学技
報, Vol. 101, No. 176, p41-p45, 2001 年 7月, 電子情報通新学会 インターネットアーキテクチャ研究会 
 
井垣宏, 阪井誠, 飯田元, 松本健一, 気の利いた処理を行う秘書エージェントシステム, 電子情報通信学会技
術研究報告, ソフトウェアサイエンス研究会, Vol. 101, No. 240, SS2001-17, pp. 41-47, July 2001 
 
西村敦隆, 中山貴夫, 中村豊, 砂原秀樹, "ネットワーク遅延を考慮した WWWサーバベンチマークシステムの
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